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高松宮 。同妃賜杯

第20回全国高等学校バドミントン選手権大会
司生市民体育館・桐生工業高等学校・桐生高等学校 1969/8/1→7

: 全国高等学校体育連盟 。日本バ ドミン トン協会・群馬県・群馬県教育委員会

桐生市・桐生市教育委員会

: 文部省 。日本体育協会・ NHK・ 群馬県体育協会・桐生市体育協会
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高体連マークの由来

このマークは、全国高体連が発足 して、間 もなく作成 されたものであって、 若

人の力と技と明朗な精神を表徴するものである。

競技は力であり、i■ 歩は技の練磨にまつ、 技鏡者はこれをつつむに明朗な精神

をもってせねばならない。

高体連のマークを構成 している三つのKは紅色によって浮き出され、 若人の情

熱を示す次のような ドイツ語の頭文字をとったものである。

力 KRAFT  技 KUNST  明朗な精神 KLARHE!T
このマークは、高体連旗となって、全国大会はもちろんのこと、 高体連の主催

による大会には必ず会場にみかけることと思 う。

昭和44年度全国高等学校総合体育大会参加章

参 加 章

、 £国高等学校総3体盲大会

日本の未来を背負う若い力が、高体連旗のもとに、公正を誓い、闘志を秘め栄光にむかつ

て、全力でのぞむ精神を宣誓者によつて示した。
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表紙 デ ィザ イン

群馬県立桐生工業高等学校教論

有 村 真 鉄 氏



期   日 昭和44年 8月 1日 (金 )～ 7日 (木 )

大会会場 第 I会場

第 II会場

第Ⅲ会場

桐 生 市 民 体 育 館

桐生工業高等学校体育館

桐 生 高 等学校 体育 館

(10コ ー ト)

(6コ ー ト)

(6コ ー ト)

大 間 々高等学 校 体育館

群 馬大学 工学 部 体育館

桐生市立東中学校体育館

桐生市立西中学校体育館

桐生市立南中学校体育館

桐生市立北中学校体育館

桐生市立昭和中学校体育館

桐生市立桜木中学校体育館

桐生市立相生中学校体育館

(3コ ー ト)

(6コ ー ト)

(3コ ー ト)

(3コ ー ト)

(3コ ー ト)

(3コ ー ト)

(3コ ー ト)

(3コ ー ト)

(3コ ー ト)

全国高等学校体育連盟バ ドミントン部

群馬県高等学校体育連盟バ ドミントン部

群 馬 県 パ ド ミ ン ト ン 協 会

主  管
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1高
松宮・同妃賜杯 |

口 |‖ 日 ‖||コ‖‖日 ‖‖コ II‖コ ‖‖厠 ‖‖コ |‖ 曰 l‖

壼

(学校対抗 。男女優勝校 )

(高松宮杯 ) (高松宮妃杯 )

7月 30日 (水 )

大 会 順 序

ヽ口′｀

7月 31日 (本 )

8月 1日 (金 )

8月 2日 (土 )

8月 3日 (日 )

8月 4日 (月 )

0公式練習   (全 練習会場)          8:30～ 16:∞

O全国高体連バ ドミントン部常任委員会議        17:00
0公式練習   (全 練習会場)          8:30～ 16:00

0全国高体連バ ドミン トン部専門部長・委員長会議

(産業文化会館 1号室)10:0()

0監督・主将会議 (産業文化会館 1号室)        14:∞
O総合開会式   (前 橋市県営陸上競技場 )       10:oo
Oバ ドミン トン競技開会式 (桐生市民体育館)       15:∞
第20回 大会記念式・ア トラタ/ョ ン

。競技第 1日  学校対抗 (第 1・ 2回戦)I・ II・ 皿会場  8:30
0競技第 2日   学校対抗 (第 3・ 4回 戦)  1・ II会場  8:∞
O競技第 3日   学校対抗(準 決・決勝戦)   I会 場  9:00
0学校対抗表彰式   (桐 生市民体育館)        15:00
0競技第 4日  個人戦 ダブルス(第 1～ 5回 戦 )1・ II・ !n会場  8:30
0競技第 5日  個人戦 シン″レス(第 1～ 5回 戦 )I・ II・ Ⅲ会場  8:30
0競技第 6日  個人戦 ″ ルたシンカレス(準 決・決勝戦)I会場  9:00
0閉会式   (桐 生市民体育館)            13:00
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8月 5日 (火 )

8月 6日 (水 )

8月 7日 (本 )



全国高等学校体育連盟会長杯
(学校対抗・ 男女優勝校 )

(女 子 )

V

V

(男 子 )

◎大会開催の目的

本大会は高等学校教育の一環として広く生徒

にスポーツ実践の機会を与え、技能の向上とア

マチユアスポーツ精神の高揚をはかり心身とも

に健全な高等学校生徒を育成しあわせて相互の

規睦をはかることを目的に開催する。

特に昭和44年度大会は、高校生がひたすら

自己を練磨することによって体力気力を培い次

代を背負う意気ごみを持たせることを主眼にし

スポーツの実践を通して強い意志とたくましい

体、正しい判断力の養成を期待し、将来国の政

治 。経済 。文化産業のにない手としての素地が

芽ばえることを配慮する。

◎大会開催の基本方針

(1)高等学校生徒にふさわしい清純な大会の

開催を期し、とくに青少年に自信と気晩を

育成するよう努める。

(2)本大会の開催を契機に、県民の公徳心等

社会性の
・
向上を期し、その実践活動を促進

する。

(3)役員養成、競技力向上等、競技団体の組

織活動を推進し、スポーツ振興の機会とす

る。

昭和44年 度全国高等学校総合体育大会概要

(4)競技会場は既設の設置を使用することを

原則とするが、競技運営に支障のないよう

その整備について配慮する。

◎大会実施目標

(1)テ ーマ 明るい郷土の未来を創る。

昭和44年度全国高校総体を成功させるた

めに努力を重ねること′よ明日の力を育て、

薫りたかい県政の発展に大きな役割を果す

t,のである。、

(2)ス ローガン Fair(公 正)Figbt(闘 志)

FriendSilp(友 情)

このスローガンは「 3F(ス リーエフ)」

ともいい、公正な態度で競技を行ない、け]
志が栄光に通じ、そのなかから友情がはぐ

くまれるというもので「 3F」 は、清純な

高校生活の基盤として永く絡承されるもの

でありたい。

(3)テ ーマカラー 黄緑 (10-18-5)
全国高校総体を象徴するテーマカラー黄

緑は、若人の未来を象徴するもので、自然

のきびしさをのりこえて生きる木々の若芽

と、はかり知れない無限の成長を包蔵する

山を表わし、若人の清純な姿を象徴するも

のである。
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会場特設電話

第 I会場 (桐生 市 民 体 育 館 )一 ―一 一 ―一 ――一 連絡

総務

第 Ⅱ会 場 (桐生 工 業 高 校 体 育 館 )一 ―一 ―一 ―一 連絡

総務

第 Ⅲ 会 場 (桐生 高 校 体 育 館 )一一 ――一 一 ――一 一 連絡

総務

総 合 案 内 所 (桐生 駅 前 )

大 会 本 部 (「金 木屋 」 旅 館 内 )

5-3695
5-3696
2-7942
2-7941
5-3787
5-3786
2-7943

(0277)2-2046
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高体連マークの由来

昭和44年度全国高等学校総合体育大会参加章

第 1会場 (主会場)全景写真…… …̈……………………………¨̈
|

高松宮・同妃賜杯紹介・大会順序……̈ …… …̈…

全国高体連会長杯紹介・昭和44年度総合体育大会の概要・-3

高 体 連 の 歌… ……… …̈……………… …̈…………………

“1 ぁ ぃ さ っ…………………… …̈¨̈ …………… …̈…… 5

2 歓迎のことば (桐生市立商業高等学校・高瀬久枝)……… 13

3 総 合大会役員……………………………… …̈……… …̈……15

4式 典 要 領

5 大 会 役 員 (大会・総務・競技役員)¨ …̈…………… 19

6・ (学校対抗)競 技・審判上の注意、組み合わせ

試合順序・審判割当表 …̈………………………29

7(個 人 戦)競技・審判上の注意、組み合わせ

試合順序・審判割当表……………………… …̈…37

8 競技への手引き̈ …………… …̈…………̈ ……………̈ … …̈51

9会 場 見 取 図……………… 55

10 交通・会場・宿舎 案内図…………………………………̈ ……57

宿舎一覧

列車時刻表

11 栄光のあと・選手団名簿………… 62

2
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★ 我国でシヤ トル コック製法 を一番先 に機械化 して水 鳥シ
ヤ トル を普及 したの は CMで す。

★ N.B.:は パ ドミン トン普 及発展の ために製造か ら直売
システムです。

★ 現金 でお申込 になれば卸価格 でお求 め 出来 ます。

★ C.M.の トョダは C.M.の N.B.:と 変更 しま した。
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ごあい さつ

全国高等学校体育連盟会長

大会会長 新 井 迪 之

昭和44年度全国高等学校総合体育大会夏季大会が関係

各位のご協力によって群馬県をはしめ栃木・神奈川・千葉

の各県にわたり盛大に開催 されますことは、高等学校体

育振興のためまことに喜ば しいことと感謝のことばもご

ざいません。

と〈に本大会に親 しく皇太子殿下、同妃殿下のご臨席

をいただきますことは、われわれにとって無上の光栄で

あり、われわれは殿下のご激励 にこたえるためにも全力

を尽 したいと思います。

申すまでもな く、本大会は学校体育の一環 クラブ活動

の延長 として、平素の学習活動の成果を全国各地より選

ばれた生徒諸君によって発表する貴重な機会であり、ま

たスポーッを通 して互いに理解 しあう親善の場でもあり

ます。

優勝の栄光は貴重なものですが、それに劣らぬ貴いも

のを経験 し、それを自己のものとして将来の成長の種 と

していただきたいと思 います。生徒諸君は高体連のめざ

す「力 と技 と明朗 な精神」 を身をもって示 し、正々堂々

と競技を行なうことを期待 します。

最後に、本大会の開催に至るまでに払われた地元の方

々および関係諸団体の方々のご後援ご指導に対 し、心か

ら感謝 を申 しあげるとともに、平素の学習に日夜献身的

なご尽力をいただいた諸先生に衷心より敬意を表する次

第であ ります。

5



祝 辞

文部大臣 坂 田 道 太

皇太子殿下同妃殿下の御臨席を仰 ぎ、昭和44年度全国

高等学校総合体育大会が全国から3万余人の高等学校生

徒の参加を得て、このように盛大に開催されるにあたり、

ひとことごあいさつ申し上げる機会を得ましたことは、

わたくしの深くよろこびとするところであります。

この大会は高等学校生徒に広 くスポーッ実践の機会を

与え、技能の向上 とアマチェアスポーッ精神の高揚をは

かり心身ともに撻全な青年を育成するとともに、参加者

相互の親睦をはかることを開催の主旨としていると聞い

ております。

全国の高校生の中から選ばれて出場の栄誉をになわれ

た諸君、この大会開催の主旨を体 し、高等学校生徒とし

てふさわしい態度で、気力の充実 した競技を行ない、日

ごろ鍛えたわざと力を余すところな〈発揮されるよう期

待して止みません。

終 りに、この大会の準備運営などに多大のご努力を払

われた関係各位に対 し深 く敬意を表しますとともに、大

会の成功を祈ってお祝いのことばといたします。
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ごあい さつ

日本パ ドミン トン協会

会長 本 田 弘 敏

この日あるを期 して構進 を重ねられた全国各地の精鋭

が今 ここに集まり、昭和44年度全国高等学校総合体育大

会、高松富、同妃賜杯第20回 全国高等学校バ ドミン トン

選手権大会が開催 されますことは誠に喜びにたえません。

申すまでもなく戦後のパ ドミン トン競技の発展はめざ

ましいものがあり、とりわけこの 6月 には東京において

第 5回世界女子選手権大会 (ユ ーバー杯大会)が行なわ

れ挑戦国 インドネシャに圧倒的な強さをもって勝ち、初

防衛に成功 したことはまことによろこば しいかぎりです。

男子においても世界に上位 をしめる今 日であります。

さて、次代の日本バ ドミン界をになう諸君が、終始

フェアプ レーの精神にのっとり最後 まで正々堂々と悔 い

のない戦いをくりひろげられますよう切望 してやみませ

ん。

なお、本大会開催のために深いご理解 とご協力を賜わ

りました関係者各位、大会役員の方々に対 して深甚なる

謝意をささげてあいさつといたします。
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ごあい さつ

群馬県知事  神  田  坤 ハ
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昭和44年度全国高等学校総合体育大会が、皇太子・同

妃両殿下をはじめ、多数の来賓のご臨席をいただき、遠

〈南は沖縄から、そして北は北海道にいたる全国各地か

ら約 2万 人の選手諸君をお迎えし、盛大に挙行 されます

ことは、まことに喜びにたえないところであり 160万 県

民 とともに心から歓迎申しあげます。

スポーッは単に勝敗 を競 うだけのものではな く、スポ

ーッを通 して健康 と体力の基礎 をつちかい、強固な精神

力や協同の精神を養い、また、美 しい友情を育ててい く

という人間形成に重要 な意義をもっていると考 えます。

本大会に参加 された選手諸君は、全国各地から幾多の苦

難をの りこえて出場 された精鋭であります。母校の栄誉、

郷土の期待にこたえられるよう存分の活躍をご期待申し

あげるとともに、この大会 を通 して親陸 と美 しい友情が

は 〈・くまれることを念してやみません。

本県は赤城、榛名、妙義の上毛三山に囲まれ、清らか

な利根の流れを見る山紫水明の地であります。 この機会

に、本県の美 しい風物 を御覧頂 き、皆様の郷里にお話 し

賜わればお招 きした一人として望外の幸せ と存 します。

おわりに、本大会開催にあたり各方面から賜わ りまし

たご支援 とご協力に対 し深 〈感謝申しあげあいさつとい

たします。

-8-
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ごあ い さつ

群馬県教育 委員会

教育lモ 山 りll 武 正

北は北海道から南は沖縄にいたる全国津々浦々よ l)厳

しい子選に勝ち残 り、母校の名誉 と栄光を目指 して集っ

た 2万余名の選手諸君 と大会役員の方々をお迎えし、こ

こ群馬の地に、昭和44年度全国高等学校総合体育大会の

開幕をみるにいたりましたことは、まことにご同慶にた

えません。

全国高等学校総合体育大会は、本大会で 7回 目を迎え

たわけでありますが、これまで、参加 した選手諸君の活

躍はめざまし〈、りっばな成果をおさめてまい りました。

今年参加 した選手諸君 も先輩に劣らずいずれもた 〈ま

しい、体力強い精神力、す ぐれた技術 を身につけた全国

高等学校の精鋭であります。

日ごろより鍛 えた実力をしゅうぶん発揮され、高等学

校 スポーッの歴史に輝かしい一ページを飾るよう切望 し

てやみません。

本大会は、「公正」「闘志」「友情」の三点をモッ ト

ー として掲げました。

選手諸君は、スポーツマンンップの真髄をくみ とり、

おたがいに終生忘れない想い出を残 し、明るい健全な社

会を築 く原動力となる青年 として成長されることを切望

いたします。

おわりにあたり、本大会の準備運営の万端にわたりご

協力ご援助 をいただきました関係各機関の方々に衷心 よ

りお礼申 しあげます。

-9-
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皇太子殿下同妃殿下の御台臨を仰 ぎ、全国各地から2

万有余の精鋭選手諸君をこの群馬の地に迎 え昭和44年度

全国高等学校総合体育大会夏季大会が盛大に挙行 され ま

すことは本県高校 スポーツ発展のため誠に意義黙 喜 び

にたえません。

参加選手諸君は本大会のスローガンである力 と技 と明

朗な精神に徹 し互に友情をもって親睦 を深め、生涯の歴

史の一頁に大 きなメモリー となり、思い出 となりますよ

う念願いたします。

出場の栄誉をになわれた諸君。競技は全力を轟 すこと

に深い意義があります。母校の栄誉 とスポーツの栄光の

ため全力をつ くしりっばな成果をおさめられますよう祈

念してやみません。

終 りに本大会に寄せられた各都道府県高体連の御厚情

に感謝申 しあげ、県内各位の御協力に厚 くお礼を申 しあ

げあいさつといたします。

V
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ごあい さつ

群馬県高等学校体育JL盟

会長 高 野 栄次郎
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ごあい さつ

桐生市長 荒 木 歓 一 郎

昭和44年度全国高等学校総合体育大会、第20回 全国高

等学校バ ドミントン選手権大会が、わが織物の街桐生の

新装なれる、桐生市民体育館に全国各地の精鋭 をお迎え

して開催されますことは、地元市長 といたしまして誠に

光栄かつ欣幸に存 し心から歓迎申 しあげます。

本大会に参加 されます選手諸君は全国各都道府県から

それぞれ勝 ち抜かれてきた力も技 も優秀な方々ばかりで

必ずやすばらしい熱戦が展開 されるものと期待 してお り

ます。

申すまで もなくスポーツは修練 に培かわれた心 と技プ

ラス根性が一体 となって、はしめて最高の力が発揮でき

るといわれてお ります。選手諸君は平素の鍛練 を十三分

に発揮 され、最良のコンデ ィンョンとあふれる若 さをも

ってフェアーに技 を競い合い母校の期待と声援にこたえ

られんことを望んでやみません。

恰 も時を同 じうして恒例の桐生まつ
')が 5、 6、 7の

三 日間八木節音頭を中心に全市をあげて多彩 な行事が催

されます。 どうか想いのひとときを桐生情緒でお楽 しみ

いただければ幸いと存 します。

― |!―



ごあい さつ

群馬県バ ドミン トン協会

会長 日 野 貞 夫

全県各地から、二千余の若 き精鋭 をお迎えして、こヽ

に昭和44年度全国高等学校総合体育大会バ ドミントン選

手権大会が開催 されますことは、まことに感激深 く、こ

の上 もない喜びでございます。

今や、日本のパ ドミン トン競技は、女子においては、世

界選手権 を防衛 し、チャンピォン国として世界のパ ドミ

ントン界の一角に、さん然 と輝 くまでになりました。

今大会においても、明日の日本バ ドミントン界の発展を

担 う皆 さんが、素晴 しいグームを展開 して くれることヽ

信 します。

日頃、練磨 された技をじゆうぶんに発揮 され、ベス ト

を尽 して栄光を目指 して奮斗されますよう祈ると共に、

今大会への参加がのちのちまで良い想い出として心に刻

まれますことを願ってやみません。

おわりに本大会に対 してご協力いた ゞきました各位に

感謝申 し上げあいさつ といた します。

― 12-
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桐生市立商業高等学校

高 瀬 久 枝

全国から選ばれて晴れの総体出場の栄誉に輝いたバ ド

ミン トン競技参加の皆様、ようこそ織都桐生へいらっし

ゃいました。私たち桐生の高校生は、この日を一 日千秋

の思いでお待 ちしてお りました。新装なった体育館 も皆

様のプ レーを待ちかねてお ります。

選手の皆様には土地 も変わり、なれない生活にたいへ

んなことと存 じますが、健康には じゆうぶん留意 し、日ご

ごろの鍛練の成果を発揮 し、スポーツマンシップを守 り

若さと情熱とをたぎらせ、あらんかぎりの力を試合にぶ

つけていただきたいと存 じます。視衆の皆様にも、イン

ターハイが立派に成功するようより多くの声援 を送って

いただきたいと思っております。

また、はるばるこの上州にいらっしゃった関係者 の皆

様には、自然に恵まれ、文化の香 り高い、情緒豊かな当

地からすばらしい思 い出を郷土 におもち帰 りなつかしの

一ベーシとして下 さい。

選手の皆様にはFair(公 正 )、 Fight(関志 )、

Friendship(友 情)を 合言葉に二度 とない青春に悔い

を残 さぬよう、より以上の開魂 をこめてプ レーすること

を祈念 し、luLの ことばといたします。

-13-
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新発売〃

国産初の

アル ミシャフト採用″

NO.8000

ノ物翻″Zり‐β励「
アル ミナハイパワー

車呈い
全
国
運
動
具
専
門
店
で
ヨ
ネ
ヤ
マ
の
ラ
ケ
ッ
ト
と
御
指
定
下
さ
い

アルミニウム合金の比重は約2.7で、鋼の3.9や鉄の7.9に 比べて1/3

に過ぎず、非常に軽 くリストの弱いブレーヤーに向きます。

]菫い
特殊製法によリアル ミニウム合金をラケットフレームに用い、鋼

鉄に匹敵する強さが発揮されました。

]単 43
木製、スチール製に比較して柔軟性、反搬力が抜群。打球の初速
が早 く、更に加速が増加してすばらしいスマッシュが打てます。

1繁ヨネヤマヲケット
東京都文京区湯島 3丁目13番 5号
TEL(834)4486～ 8:〒 113

写真 NASA提 供
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多 角 的 な動 作 を 軽 快 に す る安 定 性

特 に す ぐれ た特 殊 デ ザ イ ン底 採 用 の
バ ドミン トン専 用 の シ ュー ズ。

動 きの ポ イ ン トに な る部分 に は強 度
な特 殊 配 合 の 黒 色 ラバ ー を同時 成 型
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強 い シ ュー ズ で す。
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昭和44年度全国高等学校総合体育大会役員

名 警 願 問

颯   間

清水 正男

行蔵 正を

前田 義徳

天城  勲

臭野  良

佐藤 朝生

野津  議

前田  豊

東海林武雄

田村 正衛

字野妻二郎

久保田 栄

月円朝太郎

佐々丼典比古

崚具  豊

大田  東

石田 壮吉

島飼野正治

木内  情

植竹 春彦

川名 正義

山本 力蔵

小渕 恵ニ

●山 欽司

川上 行蔵

木村 信作

飛島田―雌

小
"l 

●三

今井 忠治

横
"l 

信夫  津田 文吾  友納 武人

上野 秋造

牧野  毅

大竹 金弥

藤田 二郎

高野栄次郎

鈴木  清

●野 凛大  山田 石男 竹谷  新

松戸 節三

t  ′
ヽ_′

本田  宏

小沢吉太郎

黎田 静治

長谷,||●

両角 政人

稲山 ■寛

安井  鍮

四角 誠一

日田 英雄

木日 英夫

川上 記―

山
'11 

武正

綱
'|1潤

―郎

尾崎 "毅

佐●秀二郎

安田  裕

船田  凛

渋谷 寿光

柴田  等

森  喜作

松日 正二

川崎  浩

石北 庄司

全子小―郎

小山 利雄

星野 成―

富地  茂

栞本 義彦

竹躍 重丸

八田 ―朗

柳田 秀―

山口 光蔵

松方 二郎

■納 履正

野坂  浩

吉田  清

飯颯喜和茨

鈴木 奎吾

小松 直行

田中喜―郎

荒井 惟使

議
"1 

芳雄

保坂 正七

多田  勇

田村 利男

篠原 秀吉

日下 二郎

機本 忠正

違薔仁之輸

坂本 是咸

松本喜代治

皆

“

I 喜――

青木 半治

福島 恒春

襦  喜朔

人見 減治

安
"1  

寛

西
"1 

政―

伍童 澤雄

木村菫太郎

三綸  誠

"1■
 昇市

沢田 武雄

曽山  1皓

芝村 義邦

西村 二郎

豪 妥之助

林  信義

後● 責雄

能勢  ロ

中管根康弘

浜名 ―雌

千野 綸次

石井 繁丸

ま原  使

官内 三朗

債山 慶司

大貫 百一

大庭 哲夫  東  f,郎

河野 濠三  ′
]ヽ坂億二郎

田燿 政治  地崎宇二郎

福永 健司 薔木 宏清

山口 久太  澪浅 佑―

河田  重  竹口 恒徳

後
= 

鋳二 稲田  勁

太田 光雄  野村 義同

南瀾 邦夫  戸張 樹―

大谷 ―雄1 高綸 "摯

加■  籠  佐藤  実

鈴木  魚 荒井 政菫

両角 英運  石平 俊億

円部  鎮  丼田 相次

葛野 重雄  香
"1 

幹―

西 沢  正  羽山 孝二

咸良 ―郎  佐車和二郎

布施 六郎  松本鉄太郎

板垣菫―郎  竹井 濾粛

大河原宇明吉 保坂 棒雌

渡辺  実 苦野 ●作

住谷薔三郎  荒木歓―郎

今井 一豊  夫竹 t菫

本関  凛 ●倉 武男

生方 高光  大谷 書衛

森下 ―男  :子

“

 宗可

― :5-

名 誉会 長

名誉副会長

会   長

日 会 長

石井光次郎

神口 "六

新井 迪之

高崎 米吉

西本 真―

坂口 遺大

久保田薔麿

拠   勉

佐伯 達夫

西野輌三

保坂 周助

松尾 静麿

西
"1 

正一

本田 弘敏

原  二郎

丼口 幸男

=久
保虎吉

女野 英二

鴇田 像―

岩下 富蔵

小林房次郎

黒沢 信吾

内山岩太郎

自井 荘―

茂木佐平次

松浦福三郎

夫野田―郎

荒
"1 

謝水

田島 宗仁

古沢 悛―

木村  勇

燎本信太郎

高嬌 与―

今里 広記

近薔  天

中
"1  

新

船津 国夫

東 籠太郎

山県 勝見

森村 義行

野崎  腋

山本 房生

荻山 義夫

井上卵一部

百武茨次郎

高田  通

中円 哲夫

高村 利義

関口林五郎

池田 美書

宮内 三朗

長薇知一部

日野 貞夫

土屋  優

下城義二郎

小池 喜子

吉野 エー

前原 員雄

清水 春雄



手   与 高口 典衛

三本杉国雄

屋敷 平洲

後●  亘

津
"  

任

落合 林吉

=原
 実吾

地下 とみ

太田 善衛

鈴木 二郎

田島 久勇

生沢 エー

石

"八
百治

水野千代子

山口 久●

違●三智男

成田 喜こ

安

“

 松寿

河口 利夫

大西 正之

戸喘 正夫

山田 文政

刀裕弥太郎

吉田 正善

土屋 古嗣

上野 政司

佐薔 清英

丼田勢猪蔵

岩全 国治

望月哲太郎

高野惣太郎

藤井 澄文

森田 晴夫

坂ロ カ三

二津問 弘

志賀 信雄

平山 林吉

西日市兵衛

福岡 保徳

小林 徳衛

平島  進

竹ロ  ー

月野 貞雄

小林 全市

又木減八郎

下村 平入

上野 幸―

松山 六郎

秦井  勇

佐薔 典古

嗜日 重春

八代 博之

柴田 正美

円田 二郎

鈴木 重毅

土屋 縄夫

安居 次夫

小田島健史

山辺 貞雄

柳瀬  忠

西島 燿蔵

飯塚 ―雄

古
"1 

意介

横田 博忠

福山 正遭

=口
願四郎

吉野新二郎

橋  昌夫

岸  恒雄

丸山 一雄

彙  鋼得

伊車 ―郎

高綺 書奮

石
'11  

去

林  岩雄

長谷川寛治

高,多 隆二

中西 由之

横須費 英

颯崎 恭一

石九 二郎

松
"1喜

久治

正田 文男

小寺二五七

小倉  実

福井  清

林  信雄

大会委員長

大会口康■■

委   員

西村 真次  ′
1ヽ池

中島  茂  西村 膊己

山本  一  吉円 格六

大当  宏  中村新十郎

艘ロ ー夫  田中 実雄

塩田 保美 渡辺菊太郎

新星藪文太郎 黒野

“

入郎

海法 工昌 山中庄太郎

八木 敏行  薔口 茉光

松永 栄家  岸   絣

浅沢 ●人 石渡 悦郎

内

`由
己男 '福田 オ治

高嬌 芳雄1 高山  稔

高水  正  太国 家綺

茂木 正夫 伊藤 義輝

村田泰次郎  二   
“薔崎 寛行

館野  進  瀑野 正憲

飯村  腱  栞原伝次郎

山田 基男 土居 武夫

沢井  測  川村 仁視

西尾他喜志  砂子 寿弘

中村麒児郎  奈良  ヂ

河野太喜造  和日  弘

坪會  勇 西谷  英

岩切  明 上山 徳福

亀丼 金大  鈴木 唯義

関口恒五郎  町口 歳雄

高嬌 孝治  :斉●  隆

鈴木 ―郎  田口 義信

荻原指十郎  丸山 恒康

君颯 文夫

群島県実行委員会委員

栃木県実行委員会委員

神奈
"1県

実行委員会委員

千葉県実行委員会委員

正  倉持 芳人

松島 茂書

庄司 善助

渡辺 芳雄

津日 叶大

幅沢 尭利

広 堅太郎

小山 豪三

石
"| 

―正

米山徳太郎

燎本 良雄

林 亮太郎

立入 隼人

杉崎 仁章

新
'11 

高重

澤田 ●信

竹田 芳文

浅島 武雄

●原豊二郎

嗜海 哲男

兼吉 太郎

岩谷 文雄

菫田 直人

生田二三量

寺本  実

大嬌 文夫

増田 保夫

新堀 道夫

斉

` 
享志

林 要掟雄

児玉 九+

武内 安治

減野  怜

中
"1  

武

黒田 清次

岩井 克美

渡辺喜代入

池谷 君夫

赤石 春颯

中沢 徳遺

乃り|| ●己

吉原 貞隆

新谷 敏夫

小林  茂

鈴木 義雄

二村 蔵美

栗口 秋生

花綸 民夫

森田 正英

田中 鎌―

内山 昭二

長坂 清美

'II口

 文夫

小比木違夫

五十晨
=夫

島袋 書吉

竹田 幸男

平塚  武

山田 清―

吉村 宮男

石
"1  

俣

坂村 堅太

北野筍―郎

女原  4

上野 俊三

田村 菊歳

若江儀二郎

尾形  公

飯塚 二郎

鈴木 ―廊

右島 四お

菊地  正

相佐 明―

衣笠 ―ニ

首  重義

甲斐不二男

相質 幸雄

自根 摯偉

鈴木 保筆

大構 鉦二

伊藤  顧

饉沢 義幸

楠原 信一

●生 宣明

沢田 繁ニ

ヽ¨′
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式 典 要 領
◆バドミントン競技開会式 (8月 111(金 )桐生市民体育賊

◆第20回大会記念全国高体連バドミントン部表彰式 ‐8 1i l日 (金 )桐′■市民体育館・

◆ ア トラクシヨン 18月 111(金 )桐生市民体育館,

||| 考時   刻|1慣

'F
次 弟

14: 00開    館

フ ア ンフ アー レ

15: 01 1 行進曲

14: 30

15: 00

14: 30

14 : 55

フ ア ン フ ア ー レ15: 13

15: 14 君がfヽ

得賞歌15: 16

大会会長

県協会長

15: 21

15: 24

15: 27

15: 30

15: 33 選手代表 フアンフアーレ

県知事

フ ア ンフ アー レ

桐生市長

15: 34

国旗・高体連旗・市旗掲揚

賜杯ならびに優勝杯返還

入場締切

歓迎の ことば

役員選手団集合

式典準備完了

聞式通告

選 手団入場開始

開会宣言

大会会長あいさつ

県協会長あいきつ

祝 いの ことば

15

10

14

11

13

12

選 手代 表宣樗

閉式通告

順 序

全国高体連バ ドミントン部長

前回開催県・広島

表彰者代表

次回開催県15: 56

考時   刻

感謝状噌
ll:

あいさつ

功労者・功労団体表彰

次回開催県紹介およびあいさつ

お礼のことば

次 第

15: 53

開  式

閉  式

次 第 I寺 亥」 考

1 歓迎のことば 16i 15

2 民踊・桐生音頭 16: 20 桐女・桐市商高ダンス部

民謡・八本節 16: 30 境高定時制

バ トン トアー リング

吹奏楽演奏
フインランデイアー外一曲

16: 45 桐市商高バ トン部

16: 55

― 17-
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順序 次 第 時  刻 備 考

役員選手団集合 14 : 50

開  会 15: 00 フア ンフ アー レ

成績発表 競技委員長

表   彰 15: 05 大会会長 得賞歌

閉  会

◆ バ ドミントン競技・学校対抗表彰式  (8月 3日 (H)桐 生市民体育館〉

◆バドミントン競技。閉会式 〈8月 71](木 )桐生市民体育館〉

V

ヽ_′

順 序 次 第 時   刻 備 考

開式通告 13: 00

役員選手団入場 13: 01 行進曲

成績発表 13: 10 競技委員長

表  彰 13: 15 大会会長 得賞歌

大会会長あいさつ 13 : 20

国旗・高体連旗・市旗降納 13: 23

閉会宣言 13: 25 フ ア ンフ アー レ

閉式通告

役員選 手団退場

13: 26

13: 27 行進曲

― 18-

15: 02

15: 10



〔大 会 役 員〕

名 誉 会 長

名警副会長

名 誉顧 問

大 会 会 長

大会副会長

本田 弘敏

荒木漱―郎

神口 坤六

関口林五郎

新丼 迪之

高崎 米吉

山田 石男

村田 四郎

栞本 義彦

山力1 武正

口野 貞夫

高野栄次郎

福田 オ治

綱
"1潤

―郎

高口  通

石渡 使―

飯颯喜和次

丼上卯―郎

鶴谷 :L明

浜名 ――雄

水谷  巖

小山 利雄

金子丈太郎

森口願四郎

前原 正一

高佛七五二三

全子善太郎

石原 文吉

木暮真―郎

亀山 孝之

関口 文夫

山洞 忠平

塚違 平人

村田岩太郎

遠藤 使―

山口 餞男

●崎 寛行

飯村  撻

塩田 保美

屋敷 平冊

鈴木  清

大士  去

●井 置文

田中 実雄

菅  重義

甲奎不二男

角田 賢三

川■ 昇市

地崎宇二郎

小関 三郎

′1礫  貢

靭會 良
=

日本 パ ド ミン トン協 会 長

銅1  生   市   長

群 島 県 知・ 事

群 馬 県 体 青 協 会 長

全国高等学校体青連里会長

全国高等学校体青違盟副会長

群 島 県 教 育 ■

群 島 県パ ドミン トン協会長

群島県高等学校体青連盟会長

桐  生  市  教  育  長

間  (全 国高等学校 体青連盟嘔間 )

E+,<l:71>*+B.l+E

清水 正男

竹谷  新

広田 兼敏

上野 秋造

西本 新―

森友億兵衛

大竹

行咸

靱

金彊

正春

勉

藤野

牧野

松 F

源次

設

正寿

小松 直行

岩下 富蔵

白山源二郎

芝村 義邦

石田 壮吉

松葉徳二郎

両角

尾崎

山田

夫運

用穀

文雄

石平 1を徳

田中喜―郎

村木 定雄

笠原 良作

(日 本バ ドミントン協会長顧問)

(群 馬 県 会 議 長)

(群 島 県 教 育 委 員 長 )

(群 馬 県 教 育 委 員)

(群 島 県 体 育 協 会 副 会 長 )

(群 馬県バ トミントン協会口間)

(桐 生 市 会 議 長 )

(桐 生 市 会 副 議 長 )

(桐 生 市 教 育 委 員 長 )

(桐 生 市 会 議 員)

内海文之助  真下 正一

稲
"1 

陽輸

丹羽福太郎

岩森仙太郎

新丼 喜郎

須苺 秀夫

栗原 義夫

杉野  昇

金子‐  賢

石島 清寿

小林 貞之

小倉清四郎

清水理―郎

高野 直久

狩野力之助

新井 宗大

前 田 忠―

杉山 幹雄

福田良四郎

峯島 直遭

大貫 ―雄

吉田源太郎

麟木 佳男

中島 源吉

(桐 生 市 助 役 )

(桐 生 市 役 所 関 係 部 長 )

(桐 生 市 教 育 委 員)

(桐 生 市 実 行 委 員 会副 会 長 )

(桐 生 市 実 行 委 員 会 晨 間 )

岩崎  清

凛島  秀

饉塚 与吉

大田 兼吉

佐々木元吉

西山 光三

岸  直枝

高村久太郎

五 l‐ 畑 進

与  (全国高等学校体青連盟理事長 )

(全 国高等学校体青連盟事務局長 )

(都道府県高等学校体青連盟会長)

松島 光義  久保田喜平

藤江 敏雄  ■谷政五郎

菊地  正

三木杉国雌

渡辺菊太郎

中村新十郎

西島 銀遣

津口 叶大

平塚  武

新屋敷文太郎

書助

忠

任

―夫

宮男

侃

秀利

山本  一

高野惣太郎

飯塚 ―雄

山田 清―

坂田

後藤

松戸

吉岡

薔田

相佐

渡辺

衣笠

森田

古川

格六

二郎

明―

芳雄

晴夫

意 介

庄司

欄瀬

津野

飯田

吉村

石川

福沢

〓
一　
一Ｅ
　
一
二

カ
　
　
節

須郷任太郎

小島忠左衛円

佐々間正夫

中村 "衛

光政

修

政雄

(日 本パ ドミン トン協会を与 )

(日 本バ ドミン トン協会理事長 )

(彗道府県′ヾ ドミン トン協会長 )

― 19-

松橋

市川

和ロ

全森

●吉

十郎

吉弥

=平

田村

額賛

小ロ

浅野喜代治

宮下 与吉

,=原新十郎



矢部 喜―

永末 英一

中村  健

燎田 道海

荒木  実

(辞  島 県 教 育 次 長)佐 ● ―久

(群 島県教育委 員全体青課長)● 口 末光

(群 島県実行委員会事務局次長)松 原 正文

(群‐島 県 体 育 協 会 理 事 長)柴 田 正美

(群馬県バ ドミントン協会副会長)小 林 芳蔵

(群島県高等学校体育連盟副会長)'  朝得

(群 島 県 関 係 高 等 学 校 長)加 ● 義平

丼田勢縮蔵

常谷 幸雄

下山 蔵吉

(群 馬県高等学校体青連盟参与)瀬下 正規

(桐 生 市 実 行 委 員 会

'与
)町 田 周郎

青山 寿廷

(桐生市実行委員会委員専門部長)青 木  淳

中村 善治

西村 二郎

原  信夫

鈴木 正義

大矢 音松

蔚菫重二郎

前田 久子

吉田 マサ

高頭 和之

青木  章

鳩山 定人

長部 哲也

栞原 員夫

法領田亮―

円野 四郎

上原 春吉

薇野 議二

中沢  茂

内田 昭淳

高木  茂

氏家 ■子

黒岩文二郎

田島 京子

島田まさ子

飯島 茂富

北
"1 

桂大

星  光三

佐薔 正昭

若概 久雄

西村 林平

佐藤 義温

広田 秀夫

橋本福太郎

飯塚 ~郎
ri n 健策

福井  流

二俣 政雄

岩井 文男

小 ||| 五朗

竹日  ――

鈴木 一郎

矢島  明

|卜 袈裟男

小林作大郎

l II

,`と イ.

1'1'

敬次

正夫

責

‐OF

微心

加藤 義孝

":畑
与兵衛

天野 辰雄

入交 ,1:r

藤田 義光

九鬼 紋七

日本書右衛円

原  立市

藤丼 二男

岡田 ●郎

藤生 ,鴨
長沢 伸彦

福田 部●,

入+原維 i雄

関根 文蔵

後藤

鶴丸

中lι

l贄 成

山下

,甲 i

広長

蕎―

薫

卓 :

円崎

田原

市河

森

忠

又
=

八五

優雄

松島 貫―

中田 正子

福島 広司

細谷 邦雄

片山 こ■

森  早雌

木村  1繁

菫原  茂

下山長―郎

藝井 登美

星野 正t
平田 昭子

市
"1 

英夫

清野 幸雄

萩原 正美

吉崎 梅蔵

谷 源―郎

木島  利

下山 芳雄

目東 要次

中林紀美代

杉本  寛

清水 貞雌

大河内利彦

±0義 男

松尾 八郎

佐凛 喜平

早
"l  

用

丼上  専

沼尾伊津子

坂口 光雄

田所 使彦

全井 幸―

関  後夫

薬原 正産

持著金次郎

阿部 ―郎

野木村 浩

立
"1 

勝司

下田 忠男

風間 恵 ‐

持九  潤

新井 好
‐

:

諏訪勘次郎

前原癸末子

佐野 紘―

柳川れい子

前原 直道

金丼 玄裕

●井  潤

関田 博重

平球常次郎

高草本 茂

森下 芳筆

斎藤 清縦

堀田 節 子

星野 幸―

今泉 春_:

高草木昭允

砂賀  
「興沢 八郎

上山  武

自石 正男

山本 泰幸

浅野 佳夫

近藤 嘉蔵

小林 克之

大
"1 

忠
=

鈴木 富吉

岩田 トミチ

片貝  巌

中沢■四雄

笠原 臣規

木村  膀

田村 清寿

牧

“

1 宗 ‐

片山  勉

須薔 正夫

荒ホ 精―

北爪 まさ

村上八重 r

橋本 方 r

思田 圭二

正田 順吉

青詢五十雄

北ハ1 忠雄

金 r 偕住

佐薔 広仲

蛭間喜美男

斎0 本治

根′1  安

小事 
“

嬌

寺村 作司

石関  博

小池  裕

瀬下 文男

小池 人人

金森 長雄

渡辺

"二
郎

景浦てい子

小林 弘和

高沢 し翁

助
"1 

時大

坂上 政男

`4山

弥―郎

加藤 進康

桜丼 和男

谷  繁造

田村 菊雄

松川喜久治

宮本 語行

高野 働蔵

峰岸 貞大

量野 澄子

中村 紀雄

石‖| ―善

岩崎 哲二

大谷 雅洋

石坂 次男

星野 辰之

塩沢  宏

田部丼喜―

駒村 保ヽ

須● 康次

半沢  保

黒沢 邦男

平寅 彰之

新薔 一三

山内  ,蓼

市村 良治

山内 利男

山本 ,F義

川6 全蔵

宙沢 繁司

石Hl 政雄

関   正

上国際之助

野間 恒次

V

ヽ_′
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河田 利夫

黒口 清人

古田 正善

山田 文崚

砂子 寿弘

中村麒児郎

中西 由之

渡辺書代人

市嗚智二郎

菊地 利明

毛利 清志

中島 キ構

和国  寿

今丼  先

布引 修二

大会委員長

大会曰矮員長

小林  茂

伊沢 二郎

増田 保夫

竹田 芳文

荻原括十郎

西沢  博

赤
"1 

贅ニ

松浦 宣三

二十里光秋

中疇 嗅也

熊會 光治

佐藝  博

別府  H
穐山 正雄

山本 人郎

"「

  ―夫

奈良  チ

松山 六郎

又木試入郎

和国  宏

西尾他嘉志

坪倉  勇

大西 正之

土居 武夫

岩切  明

高倉 正治

伊藤 鉱―

佐藤 方郎

佐々本降夫

岩井 由治

中田 正彦

神谷 一二

山本 邦彦

大日 英相

王手  席

大竹 腱司

寺田  寿

富田  新

新丼  咸

船津 亮ニ

飯島 徳治

武井源三郎

松村 健―

健田 治男

飯島 徳治

布施 工昭

竪山 清治

夫塚喜久郎

新井 喜雄

持丸  章

横山まり子

真下  筍

局場 昭―

吉原美記予

谷   売

大 会 委 員 森  正三

阿部 裕和

井上 敏―

田中 章喜

不破  裕

松尾 良行

山田 正明

中
"1 

膊清

佐● 吉之

森  義雄

岩谷 文雄

横須賀 英

石
"1  

宏

直田 直人

塚埼 恭―

館野  進

●丼  勇

中
"1  

武

栞田 秋生

相場 清―

上原 正士

内藤 安雄

高橋 重夫

石原 幸雄

増井 益二

並木万人郎

加● 二夫

板垣 隆房

小出 沢悟

千田 軍二

を光 忠雄

福田 芳正

市
"1 

和司

篠塚 芳江

里見 光徳

本
"節

生

飯田 良信

山本  博

山根  怜

石丸 良男

石井  実

安楽 末夫

戸島 正夫

連0二智男

花綸 民夫

三村 蔵美

岩井 克美

董吉 太郎

刀称弥太郎

石九 二郎

上山 徳福

五十風正信

岡村 美男

松本 弘充

浅岡  :武

村岡 則章

秋元 信一

吹田 修―

福田  武

大須田良作

内多小五郎

河合  満

橋本 角市

丸山 嘉久

官越 籠三

遠井 稔男

牧野 建夫

伊豆  兄

松下幸二郎

岸  研―

石原 幸雄

野村 淳平

小野寺昭美

野中

関

青木

植田

日高

正機

巌

昭 1

博il

,1

(全国高等学校体青連望パ ドミントン部長 )

(全国高等学校体青違盪′ヾ ドミントン部馴部長 )

(群 島県パ ドミントン協会理事長 )

(群島県高●学校体青違菫理事長 )

(群島県高等学校体青連鳳バドミントン部長 )

(桐生市教育委員会保健体育課長 )

(全国高等学校体青連ヨ      山内 薇陸

′(ド ミントン部専門部長・委員長) 中山 二郎

伊性 二郎

秋山文太郎

奎子  忍

辻  広之

河合  満

中西 禎二

今村 正道

(全国高等学校体青違盟パ ドミントン部嘔間 )

(椰道府霜 キ学校体青違ヨ理事長) 嗜海 哲男

佐■ 典古

高杉 隆三

河野太喜造

喘田 重春

森田 正英

笠ロニ三壼

八代 博之

田中 ニー

(日 本バドミントン協会      ′
1ヽ宮 淳宏

常務理事・理事)伊 ● 基記

小飼 栄―

内ロ エ博

渡辺 咸雄

本島 議男

標本 彦人

牧野  武

(●遺線 パトミントン協会理事長)鈴 木 忠雄

口村  博

塩
"1  

甫

宮崎  熊

新見 泰志

仲村 寛市

(薔島県バトミントン協会常毒理事)西 t 青夫

高嬌  冽

(群島県高等争使体青違ヨ帝力理事) 天笠 正男

小林 幸雄

征矢 昭吾

石井 定雄

円田 由重

阿部 ―雄

今井 孝造

後園縫之介

坂井 孝―

(桐 生市教育委員会保健体青課)台   高之

森田 和夫

堤  ―雄

斎● 達夫

(桐 生 市 実 行 委 員 会 事 務 局)村 田 敏子

樹所 久男

大谷 浩男

山岸 博也

青り, 貞大

須● 初治

多胡 善夫

町田 歳雄

林  千著

須驀喜八郎

土屋 富円

佐藤 博英

湯舟 鉄男

片山 博二

綺木 久雄

安井 正之

桜丼 基雄

松井 同定

高橋 啓「ニ

坂八 栄二

堀趙正三郎

津田  贅

塩原 正孝

大沢 元大

鈴木 勲治

神沢  眈

神宮 辰雄

紫崎 正之

沢田市治郎

横堀 善勁

井上 正二

高坂百合子

久保田利重

須藤 初治

-2:―

倉林
=恵

子

角田

下山

阿部

好平

昭平

万作

中島 猛夫

枷沼辰次郎

中島 理―



総務委員長

総務コ矮員長

群島県高体運′ヾ ドミン}ン 部専門委員長

群 馬県′ヾ ドミントン協会総務委員長

群 馬 県 実 行 委 員 会 競 技 部

桐 生 市 体 青 施 設 事 務 所 長

金井 玄裕  斎藤 本治  広口 ,夫  土谷 義勢

正田 顆吉  清野 幸雄  内田 昭淳  持丸  幸

●井  潤

斎藤 清級  今泉 春三  桜井 咸夫  中沢  茂

武政作―郎  石関  博  角田 好平  倉林二恵子

田島 富治 杉山 明美 桑原 孝明 佐瀬 政行

大前  実  小林 徳哉  全子  操

金子 倍住

"間
喜美男 :嘔沢  宏  村岡 敏子

島田まさ子

青柳二十雄  中西  暑1 横山まり子  吉原美紀子

安達 熙子  新井 俊子  阿倍 京子  吉沢かす子

池田 和代  大嬌美恵子  下山由美子  市
'II 

洋子

高瀬よし子 久保田春江  '1丼  幹子  後藤 和子

小野田百合子 山鋼 芳子 松島 佳子  大沢喜久代

関口 京子 大塚 悦代  霰部 朋子  全子美枝子

木村 恵子  鹿■ 京子  4ヽ 含 初子  岡田 映子

荒口1 和子  佐藤 邦子  中島 玲子  尾池 佳子

大津 寿子  町田 和子  穴原 則子  中村 久子

渡辺美智―

` 
鳥居美枝子  山形マサ子 石井 秀代

高橋 和江  水彗 稔技  木事 淳子  関  "子
岩崎 陸子 石丼真知子  洒井 和子  高野 晴江

助
"1時

次 (I)下山昭平 (n)石坂大男 (■ )萩原 正笑

大
"1 

恵三 柳沼辰次郎  堤  ―雄  真下  筍

菫生 ―政  戸谷 克彦  前野 孝之  坂田  充

前原 秀利  丹羽  ―  松本 計―  長谷川政―

根岸 邦夫 船木 熙久 山田 修也  篠原昌―郎

松崎  靖  刺使川原和男 松井 正一 稲村  弘

田畑 典和  山津 政博  杉山 昌明  福田  保

立花 城治  野口 良大  竹内 治之  福田  薔

早瀬  撤  百海 敏彦  会田 茂男 」t向  ↑吾

小堀 竹夫  川合 宏―  桜丼 腱雄  関口  弘

高嬌  渡  田中  清  大力1 青夫  金子  稔

斎藤 孝之  新井  清  栗田 晴夫  大磯 竹夫

黒田 昌宏  高木  久  高木 裕司  高田 久男

丹羽 利明 百海 博史 福島 克己 星野 清人

新井 由雌  今泉  保  梅田 淳二  大崎 克已

斎藤 良市  1桜井 英男 佐野 正二  山洞 郁―

高瀬 史行  多綺川敏夫  津久井 操  中島  保

石黒 克己 鈴木  保  藤田  論  向田 良―

江村 光治 黒
"1  

勉  厚田  進  吉野  潔

星野 正義  山彗 秀昭  横山 貞男 新井 利男

村上  宏 石田 賢一  石回 竹志  大
"1 

布男

小山 正広 佐●  昇  富口 豊三  外山 武彦

安藤 光雌  大沢  実  小林 喜良  高草木 栄

新丼 伸幸 佐さ 秀男 加藤 芳弘 さ生 明雄

二十嵐二郎  伊薔  茂  箸本 健―  新井 幸之

松井 定大  峯岸 康雄  山崎 高日  岩野  カ

〔運 営 役 員〕

根岸  安

高橘  博

堀田 節子

長谷川武―

寺村 作司

田浦  浩

北
"1 

忠雄

上島よしエ

新丼

安丼

立川

ナi山

砂贅

星野

咸

正之

博

博二

匡

幸一

総 務 委 員

鷹 務 係

会 計 係

受イサ接待係

会 場 係

(主 任 )

(係 員 )

(補助員 )

(主 任 )

(係  員 )

(主 任 )

(係 員 )

(補助員 )

(I 任 )

(係 員 )

(補助員 )

山口 幸子

大沢 り子

片山 礼子

星野美恵子

西沢 千江

小島 京子

山本 珠紀

斎● 京子

島田 愛子

木村 和子

関口 久子

三沢 章子

阿部 万作

馬坂 達男

長谷川政則

山田 洋史

外池 秀夫

高松 辰雄

笠
"1 

政実

小林 経夫

大沢 使明

町田 信彦

金子日出夫

高嬌 ―男

横町 博之

亀里 好郎

鈴木由紀夫

苺生 博己

0沢 正信

荒丼  薫

沢村 邦夫

高田 秀夫

福田 康円

平石 敏夫

大根 孝吉

内
"1  

茂

桐生 好雌

熊谷 幸子

岩井 里美

山越 和代

兵藤 陽子

大屋恵王子

民間 暉美

林  1学江

古立真佐子

赤石 初枝

蜂須 和子

荒井 千鶴

大原扶美子

西村 林平

中ケ1 芳期

林  克已

田中  明

中村 辰雄

渡辺 明夫

大沼 重則

高草木廉之

木本 明去

毒島 秀行

木村 豊明

高柳  務

渡辺 整司

久保 辰生

高
"1 

明雄

渡辺 隆雄

安建 厳夫

妊問 秀夫

高橋  優

田中喜十郎

藤生泰二郎

関口 光雄

宮村 博之

魔野 寛喜

桜井  弘

天サ|: 素子

伊事佳代子

新丼千息子

後閑  香

中村 容子

関根けい子

丸山 典子

橋本奈保美

中村 峰子

川丼 弥生

前原 絹代

若田部 卓

深沢 信博

佐々木 濠

韮沢 精―一

天
"1 

正勝

増田 浩三

平方 佳介

清水 雅之

小平  茂

大須賀キ之

中島 伸昌

和国 敏明

黒島 諄二

高草木 猛

女野 定男

大
"l 

修―

轟島 精―

福井 晨摯

横山 責之

相
"1 

洋一

小堀喜一部

金子 英雄

羽鳥 正美

石原 使夫

_ヽ′
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式 典 係

選 手 係

輸 送 係

(補助員 )

(補助 員 )

(主 任 )

(係 ■ )

(主 任 )

(係 貝 )

(補助員 )

山崎 伸―

星野 国雄

前原美恵子

固日 `U嗜

新藤  博

円部 恵次

内口 弘子

石井 春エ

小
'|1 

直子

赤石 厚子

川島由美子

水 谷

清田 幸雄

小川 正彦

小林 顧作

丼上 弘子

津布久敏子

石原 芳昭

霜田 諄久

長谷川真澄

館野 博子

深沢 芳美

佐薔  哲

鈴木 敏雄

北爪 幸三

田所 トタ子

′」報  綱代

三日かはる

蛭
"1 

敬
=

鬼形 英夫

星野 弘子

木村美知子

三井 真弓

小林 春江

岩本 惣一  奥田  真  小倉 孝俊  久保田薔之  小島 隆幸

野村 秀人 増田  博  新井  茂  岩木 茂雄1 大田 雅博

萩野 広延  小沢 淳志  柿沼 精司 小久保 ―  ′」暮  和男

小林 忠晴  薫薔  孝  薫●  守  荒木真理子  飯回すみ江

今泉 雅子  大川みとリ イヽ合 芳江  笠原 弘子  鎗燎喜和子

中
'll 

玲子 丹羽 令子  蛭向寿美恵 靭合  茂  浅野 靖雄

今井 正和  大沢 弘志  柿沼  昇  桑子 文男 青● 善彦

歯田 弘司 高橋 孝―  高補 正男  田島 泰男 青木佐知子

今泉 文代  小池 ●子  清水とみ江  森村 尚子  角野 直美

永田 和子  中山貴久代  分羽 通子  野村 悦子  山岸 玲子

荒木 綺―

平贅 彰之  鳩山 定次  関田 博重  星野 辰之  氏家 ■子

清水 文彦  大須賀律代  高嬌  清

桐生市商業高等学校吹奏楽部・ダンス部 ″｀トン部

峯口 秀喜  ―瀬 和恵  小林  晃  坂本 義之  高車木 陸

桑原 重寿  小林  孝  小島 俊勇  岩崎:  宏  青木 俊雄

林  弘道  須苺 利雄  大橋 哲夫  定方 文夫  須● ―美

●會美津子  丹羽千枝子  百海 光江  小田原哺工  荒井 正一

神田 正行  上方 時夫  青山 富次  金子  栄  霜鳥  博

須● ―夫  高円 ―裕  星野  博  安田  明  高車木

“

行

中
"l 

息子  菫沢恵美子  亀田 礼子  場浅世津子  小林 廷江

朽津 富子  星本 安江  田燿 弘子  曰野みち子 新井 幸子

小沢みよ子  長田 芳江  松崎由利子  本格真由美  佐

“

 和子

箸本 幸工 嬌谷 喜子  4ヽF塚恵子  松原 顧子  向田 朱美

岩崎 君江  亀田 富恵  :石田 淳子  北村 佳美  山本由美子

境高等学校定時制および卒業生有志

小川 正使  梅沢 照菫  北本  博  若杉 茂子  斎藤 静枝

車會 町子 高口 光子  大渕美代子  中島  実  阿左見高雄

石井 初江  生形 明美  柿沼加代子  関口 栄子  細谷喜代子

岩田 トミ子  台  高之

坂本 幸子  市川美佐子  掛札ヒサ子  景浦てい子  中島 }ミ エ

濤舟 鉄男

池田 和代  鈴木 秋子  燿島由利子  ′
,ヽ池まり子  野尻あや子

石原 恵子  石
'|1 

伸子  細谷 君代  田部 幸技  平丼ング子

吉崎 梅蔵

杉本  寛  丼上  尊  高木  茂  小喜 哲弥  黒沢 邦男

高柳 則子  村田 良司 萩野 大―  新井責美江  星野千代子

東宮 格子  小屋 恵資  田沼 京子  伊苺 規之  津布久琢麿

小倉由美子  喜多 好―‐ 中村 修―  下山 裕可  '1井  辰夫

凛野  学  斎藤登志夫  中島 孝住  構沢 孝志  長島 弘明

百瀬 ―恵  田村 正義 島口 光江  斎藤 栄―  津久井幸子

塩沢 幸治 本問 和代1 阿都 哲義  三田 一枚  二十嵐道夫

鹿木とめ子 吉本美津枝  山村 広子  山内 要子  板垣 富代

佐車 弥生 柳田美佐代  青本 栄子  小善 和子  田中 央雄

斉藤 圭司 柳沢 秀己  田所 信男 津ロ  カ 新井 賢司

峰岸 隆義  笠原 工義  栞原 恵子  山形 息子  和国ンズ子

情水 晃代  ,蓼部 悦子  武井 玉江  薇原 本子  全丼 絹江

日庭 伸之  吉田  撤  小
"1 

和彦  深沢 正幸 菫沢 信夫

福田双美子  高木 千恵子  石田真佐美 柿沼 千秋 中村 和子

自石 正男

森田 和夫  山本 正義  北
"1 

桂大  石川忠次郎

(1)栞 原工彦 (Π )金森長雄 (m)川 ロ エ己

佐瀬裕一部

大野有起男

小島 正之

二十嵐淑子

関口由紀枝

浅野 市―

佐● 元久

大,|1 和子

高原恵津子

森田 悦子

中島 猛夫  柴野 幸雄

V

寺山

藤生

仲矢

星野

鈴木

幸恵

義文

京子

―男

音人

小島 幸子

毒島久美子

石井 久子

小林 町子

枷橋 福江

阿久沢みさお 亀井 信子

′」ヽ崚 貞子  設楽 清美

本田とも子

救 譲 係  (主 任 )

(係 員)

千明

幸子  長尾 政枚

和子  小竹由記子

吉原 贅一

柏瀬 好一

日都  茂

吉田 意司

奉良 隆正

川合 永子

笠井とも江

岩九  "
小林 一書

木村真由利

長崎 文子

丼口 信夫

宮原 京子

備贅 係

(主 任 )

(係 員 )

(主 任 )

(係 員 )

(補助員 ) 中静のよ子

石原 騰明

′卜含かよ子

北村

小島

新丼

玲子

講子

茂

周藤 共子

加島加代子

中里 照夫
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笈川

凰間

坂本

利彦  吉村

歩  田中

書一 斉●

曖三

和男

清子

江原

赤川

未沢

―夫

保

重美

阿部 英――

木本かにる

住吉 ■子



瀬谷とし子

津久丼敏子

須水加代子

下山 幸子

下村真電子

安田 悦子

高綺千加子

新丼 為治

山本 泰幸

中村  忠

L田隆之助

前原 孝明

岩沢香代子

大下 戒二

ネロせつ子

坂井 悦子

鈴木 典子

菅原 英子

●生 信子

小林 敬子

燿間由美子

須田美知子

折戸 昌子

延命登世子

清水 礼子

堀江 和子

小野 悦子

大場 幸子

金子 恵子

塙  和技

蓼沼  香

秋場 孝子

谷  和子

松井みち子

植木 保男

山崎キチ

大谷美代子

新井 健生

石野 幸子

機日 清子

大な  薫

重木 敏明

小倉  勉

亀里 弘美

鈴木啓_郎

寒沢 雅美

須藤 正枝

桑原

赤羽

今泉

藤生

蓬

松原

精子

啓子

芳明

朝美

砂―r

正雄

小林 清文

渡辺 陽子

渡辺 弘子

石原 イ言雄

'IIサ

1｀ たか子

星野 和子

加さ 靖雄

小池 広幸

備木多美子

111!]啓造

武田 秀夫

小幕 秀 r

中|ヽ 美登利

瀬谷 副雄

牧野 陽 r

塚本 順 r

麻和 ―男

● 1 栄―r

宿 ,自  係

練習会場係

(主 任 )

(係 員)

(主 任 )

(係  員 )

(補助員)

木村  繁  ,1島  金蔵  渡辺用)二郎  今井 文夫  栞原 靖明

申島邦兵衛

新丼志津子

和田 和江

堀口 治江

高橋 幸彦

長島 美江

荒井 ―恵

松村二二枝

蓼沼 喜美

塁野麻理子

蜂暴 桂子

新丼 利子

木村 幸子

毒島 恵子

水野 辰子

日中恵美子

岩城 幸江

須田 富子

近こたか枝

小林寿美江

笠原 良子

町田 佳子

山岸 弘子

関   正

小合  泰

松村 清子

星野 雅董

嬌木きよ子

吉沢 尚子

篠口 孝子

須永 ネL子

石丼 正子

六本木美子

高水恵美子

天田 文子

藤沢 札子

大嬌喜美子

荒崎 純子

金井 静江

吉田真理子

橋本ひろ子

奥村多栄子

岩崎ちす子

村円 洋子

山藤恵美子

高沢 七翁

松島 島 r

白
"1  1`,

高機美根尾

国田 康夫

沢  晩 r

立堀 貴 r

牛房美枝 r

新井 文技

三戸部水 r

橋本 尚 r

桑山 和 r

森 美江子

立木 良子

前原知tr
西根 幹子

回口■利 r

古● 良枝

滝浦 寛子

岡田 敦 r

石原 順 i

岸 真知 r

岩崎 玲子

田中美枝子

前野笑美子

竹越′̀
,さ 子

佐々木静江

細野 悦 子

阿久沢文江

河原 光子

小命美智子

栞輪  緑

千根 幸技

根岸住代子

lH+サ  `:子

石川妃都美

小
"1 

恵子

奥沢 健―‐

山根由美子

堤審 ―裕

松田 和枝

大沢 恵―r

岩嘔 善子

茂木ふみ子

小林 光子

央沢 純子

城田 寿
「

栃木 明子

野口 綾子

岩間 秀子

人木恵美子

真下美由紀

斉● 清美

吉田 安子

渡辺 愛子

金子 久代

横山美知代

板嬌 増雄

大塚 初江

高瀬 正弘

洒丼 富子

亀丼 和技

竹沢 和江

平野 浩 r

小林 啓子

佐々木綱子

飯島 節子

野口 陽 r

川島 孝子

三津橋佳代子

北村 利子

大崚 悦子

島田 息子

大田 登代

亀里 淳子

高軍木仁子

金沢恵美子

佐藤 順 r

栞原

大沢

陰山

森下

全子

角ロ

高坂

板垣

貞夫

裕 ―

和代

玲子

玲子

美

子

子

末

栄

博
ヽ_′

V
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競技役買長

餃11委 員長

菫,1剛 委員長

審 判 長

副 審 判 長

〔競 技 役 員〕

日 本 バ ド ミン トン

`会
理 事 長  りll硝 昇市

日本 パ ド ミン トン協会常務理事  松本 弘充

群島県パ ドミントン協会競技委員長  (1)高嬌 渕

群島県′` ドミン トン協会,判委員長  (D神沢 晩

群島県高体連バドミントン部副委員長  (1)戸塚 ●

辟島県高体連 ′ヾ トミントン部委員  αO正田喜久

群 島県高体連 ′ヾ ドミン トン部委員  口閥 使夫

桐 生 市 実 行 委 員 会 競 技 部 長  新井  咸

全国高体連パ ドミントン部常任委員  森  正三  市
"1 

和司 達丼 稔男

不崚  裕  山本  博  毛利 清志

石丼  実  穐工1 正雄  今村 正道

日本パ ドミントン協会餞薇委員会委員  相場 清―  小飼 栄―  `チ苺 鉱―

菊地 利明 堺  栄一 官水 武司

実 行  委  員 会 競 技 部  鈴木 正義  ●丼  潤  関田 博重

小栞 宣嘔

群 島県高体運 ′` ドミン トン都委員  (1)戸塚 ■  1ヽ0エ ロ喜久  010新丼喜雄

佐● 集―  キ沢  保  古":  
お  金谷 靖雌  清水 健二  前田  隆

薔沢由利子 小林 克史

中島壼美子  高嬌 和子  桑原 良子  北爪 桂 r 植木 敏工  山田まつ江

関0 明子  道前 恵章  l武本 利彦  吉田  昇  井田 洋行  石果佳代子

久保田元子  島口利忠子  大
"1 

真弓  斎藤千

“

子  吉沢  番  佐藤美登子

鈴木 淑子

群島県高体運バ トミントン部委員・群鶴県バ ドミントン協会理事

(鵬綸 潟  (m面
"1 

富 m丼 上雄ニ

松島 育子  |1丼   哲  横山 隆夫  山県 英明  内田 充昭  大前 玲子

原島 喜英 横手 ―夫  黒沢 八郎  奎原 秀雄

桐生南高等学校

小■千恵子  関口 倫子  関口ふみ子  須水 智恵  竹内 優子  松井 |し子

渡辺 典子  諾円 清子  阿久津幸子  石原 仲子  諸国 清子  後開  操

小林美智子  佐日 裕子  渋沢あい子  谷  疇子  手塚富美子  口金さみ江

武薔 恵子  青木 栄子  朝倉 洋子  大
'1き

よ子  金谷千息子  神山 佳子

栞原 菫子  関口綺喜子  小林 和代

群島県高体違バ ト
‐
ミントン部委員・ (lX左●喜平  (■木村椰郎  OiO市 村良治

桐生市内

"0係

高等学校

鈴木 和夫  ,1合 意―  太田  享  五十嵐二郎  瀬下 文

" 
栗原は―‐郎

松尾 八郎

星野 賢二  松島 寛治  松本 裕臣  官地 利遭  湯本 文雄  吉田 憲夫

赤石 京子  新井 聖子  新丼美恵子  須永美智子  関田 治子  普森 清二

須永 安彦  角脅 寛紀  田村 時一  益ネ 美利  口部みち子  伊

"亀
公子

茂木 陸子  森  籠子 武丼 
“

夫  後燿 '日彦  田島  勉  石原 繁男

小林 英邦  浅野 良雄  木村 哲郎  古妻  隆  颯建  忠  佐藤 晃吉

吉永 誠一  神山  繁  1絆井 和明  小島 基宏  松下  修  吉円 籠二

荻野 幸男 秋山 英嘲 高車木 進  石丼 映―  小出 哲夫  黒沢 郁夫

本島 利由  入木沢記夫 籠捩  勇  阿部 和夫  ホ石由美子  同村 勝恵

桐生市内関係高等学校  (1)′ 1ヽ 野武雄  (口下山利雄  m根 岸隆春

今泉  潤  岩木  薫  大森由紀子  伏島 良工  田中かはる 日村 節子

渡辺 慶子  松原 洋子  高橋 京子  落合ひろみ 松島 佳子  茂木 綱代

(lX専島嘉人 (p日本卓也  0●高嬌致子

奈原 文吾  星野 典子

日本バ ドミントン協会常薔理事        (1)市 喘智二郎

日本 ′ヾ ドミン トン協会理事        (D高 嬌重夫  (1)中田正彦

栃木県パ ドミントン

“

会常務理事       m保 坂使一

群島県バ ドミントン協会審判・競技委員会   (1)上国敬次  丼上 英夫  縮村

αD山 内 修  佐● 博英

m下山 鼻  江黒  亘

(D神沢 暁

谷

山〔H

元

正 明

岡村

登坂

増田

英男

,準

保夫

ヽ̈ ′

(補助 I()
中里

下村

吉田

知子

■恵

幸江

島田 宗徳

須 日 堅 ―

斎藤  岳

競 技 委 員

進   `丁

記   録

報    道

放    送

シャトルコッタ

(主 任 )

(係 員)

(主 任 )

(係 員 )

(補助員)

松Hl 寿子

小林江美子

宮崎 噸子

"1辺
 瑞子

(■

(係

任 )

員)

(補助 11)
渡辺

斎藤

鹿沼

杉山

鏑木

藤沢

西nl

親久

和彦

絹代

昌明

和年

良―

和夫

(主 (1)

(補助 員 )

(主 任 )

(係 員)

柳生 裕子
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審 判 員

0イ ンズマン
'

凛   審

(ラ インズマン)

秋本

樋ロ

沖野

中村

在原

白井

早
'1

佐薔 治子

山口 幸―

田島 京子

石田 "―
西場美

`,子
茂木 正弘

加藤 昭夫

栞野 キ範

権原 邦男

栞原えり子

,青

光男

是也
―郎

和夫

正隆

博

平山 二城

薔永慎―郎

武円秀之進

森口  昇

牧野

油野

佐,
本戸

光男

徳公

和明

純―

武薔 政雄

長沼 じづ子

中林 克之

小池  裕

石
"l  

勉

小宅 ,″江

中込 友子

藤井  均

根岸 節子

:ililド :」

卜
:I:::.:::::〔

杢
轟凛′くドミ

`|`書

貪][丞
Lttn'高

綸 和雄

雷言
県
[次
ミ,:==´

l三予■公認:1

11・

:: :: i: |:[ら

i: :i [:

言,]塁′[i1113腱』._し T 諄 :"‐ ~ .´ ・
°′

[1生|:商::i勇::ヾ
ド::[::｀   1美

il

ili」]|:高
_i嘗

美1: :量多:i′ :I美::

井I憲異軍
寺
考勇ξツ

トン部〉

11査

田

姦軍

高

ll[軍 i卜]:ン
i'部F伊

鹿沼 編代

|::i:商

:i:I:11ギ
:'1::〉

松本和子

11焚拿:女鼻 膳等』『 1ド

:|:::〉 :I議

く前嬌女子高彗挙
“

.     _.  

須●千忠子

イ淋 青子
…

1“初■:上
ミントン部〉

賢罵嬌婁孟薬麟 こドミ:1ザl, 

原島 京子

北沢 初江
  "_ゅ

み 奈良 和子  キ・

く境高等学校′マ.、       

¨. ォ上たか代

:li′ i:|〉
:多[:

西野 正子  長薔 :軍  票奮久i言子

深沢真知子

自井 俊治

西潟 秀男

白林 弘司

大谷 浩男

町田千恵子

井田 芳正

関根 良江

栞原みど
',

山潤 文男

石原 澄枝

小谷野直実

小山 正行

星野 英子

関根 寛子

饉原八千代

山本 房江

野村ひさ江

吉田ひろみ

穴原 孝江

関口  縁

加●美憲子

植木

石内

薇原

満枝

信子
1,1美

安孫子登代―r青木由紀子

岡田 昌子  二月女富美子

久保田飾子  早
"I 

―江

ヽ_′

V

小野里節子  L薔  栄子

伊薔 和江  寺田小百合  諸井 久枝

工部

鶴ロ

和子

榮子

荻本

川崎

明子

榮 r
土屋 昌子

野村みつ江

山崎由美子  "山  章子  山崎美智子

'1見
美代子  駒村 弥生  竹下 淑子

小暮 清子  福原 浩子 上村 和子

糸井 遺子  丼田 文江 石丼 恵子

川田 栄子

栞原 ″子

新丼 清美
′

'ヽ

柴名和子
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根岸希代子 細谷とし子

飯島 次子

村上きよ美



得点表示係
(ス 。アウー

)

(高崎市立女子高等学校バ ドミントン都〉

竹内二技―r 清水 幸―r 橋本 和子

小池 邦イ.竹 内美智―r 高嬌 晨代

く編生高等学校バ ドミントン都ン

浅野  博  岡田  薫  露久保晴美

桃井 優身 豪和知円雄  小山 降之

く相生南高等学校バ ドミントシ部〉

桐山 ,|‐  登九 俊久  ′卜星 栄一

薔口  仁  本間 孝明.曽我 和弘

く前嬌商
=高

等学校′ヾドミントン部′

高綺  真  篠田 達郎  斎藤 正遭

菊地 久雄  二階生久義

く大田市立商業高等学校バ ドミントン部〉

編江 正文  間々田健二 鈴木 正一

円部 英夫

く桐生女子高等学校〉

垣上美津子  帰山美紀子  +込  聖子

鶯見 員」子  亀山 和子  小笠 栄子

中島真知子  悔松 淳子  田中 芳子

糸井 良子 崚  静■  野口 敏子

米山美智子  須薔 秀手  大
"1 

由技

大
": 

真弓 斎●千鶴子  吉沢  薔

寺口 法子  神回 光t 六本木富子

向田 敏子  佐久間11子

〈桐生市立商業高等学校〉

燎塚 和子  泉 美枝子  須賀 洋子

斎苺 光江  須永 厚子  中山 恵子

田部井圭子  ●生みどI) 古見由美子

松井 明美 青木 も江  五十風京子

薇塚 久子  菊地 :青 子 坂本 節子

鈴木真知子  竹山 裕子  戸崎喜代子

中野 敦子  毒島久美子  松原 雅美

外丸由美子  山上名保子  石田 和子

和国 ↓子  鬼山 祥子  高木 春江

金子 政子  ||口  初子  中山 和世
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。
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(1)

◎ 総合的な注意

この大会は、全国高等学校体育連盟が定めた大会実施要項および現行日本バ ドミントン協

会競技規則・同大会運営規定に準 じて行なわれます。

各競技・練習会場とも、運動グッは競技用と屋外用をはっきり区別 してください。

試合のため会場へ到着 したら「選手受付」へ連絡 してから入場 してください。

応援は ミ
声援、でなく ミ

拍手ミで行なってください。

その他、監督・主将会議による。

◎ 競技上の注意

会場へ定刻45分前までに到着、∞分前までにオーダー用紙を進行係リヘ提出してください。

8月 3日 の第二会場は、特殊事情により開始時刻が早くなります。

この大会は競技開始の順序をつぎのように行ないます。

① エントリーされている者は全員、25分前になったら集合所へ整列します。

② 15分前に行進で入場します。

③ あいさつ後、5分間ずつ練習時間を与え、第1ダブルスから始めます。

棄権とみなす時間は、∞分前までに (ま たは、指示のあった時間までに)オ ーダー提出が

ないときと、集合のしめ切り時間 (a分前)に集合しなかったとき。

ベンチヘ入ることのできるのは、当該試合の集合所へ集合したエントリーされた者のみで

す。

得点表示器についての説明は、プログラム第51ペ ージにあります。

すべて 3点先取で終了します。

選手の変更は、監督・主将会議をもって最終のものとします。

プレーヤーは、余分な発声を厳に慎 しんでください。

主審が認めたタイム以外は、いっさい認めません。

◎ 審判上の注意

審判団は、厳正公平にその任にあたります。

審判団の編成はつ ぎの通 りです。

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

V

191

(11)

(10

(10

(10

(1'

1161

(lη

(18｀

(19

20,

01)

●,

主   ●
サービス

ジヤ ノン
コーナー
ラインズマ ン マ

一
ズ

タ

ン

セ

ラ
ショートサービ
ラインズマン スコアラー

8月 2日 1
D  2

3日

4日

会場内の附属物にシヤ トルが当ったときは、フオル トとします。

競技規則第12条、14、 16、 20条 などを特に精読 しておいてください。

つぎのような欺まん行為に注意しましよう。

① 汗ふきやクツひものしめかえ。

② 極端におそいレシーバーの構え。

③ サービスするまでに極端にながいサーバーの静止。

判定に対する基本的態度は「疑わしきは罰せず」で行ないます。

「抗議」はいっさい認めません。それとおぼしき言動には応 じかねます。不審なときは、

礼儀正しく当該プレーヤーか監督が主審に「質問」 してください。もし、その判定に服 し

ないときは、その試合を放棄 したものと見なします。

「異議」の申し立ては、書類で、競技委員長に提出してください。

全試合終了のあいさつ後、コー ト・サイドのプラカー ド前に整列し退場 します。

23)

C4)
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◎ 総合的な注意

11)学校対抗の注意項 目 (以下「前項」 と します)の (1)に 同 じです。

12)前項(2)に 同 じ。

(3)前項(3)に 同 じ。

(4)前項(4)に 1司 じ。

15)前項15)に 同 じ。

◎ 競技上の注意

16)会場へ定刻30分前に到着 していてください。

(7)特になし。

(8)こ の大会は、競技開始をつ ぎの順序で行ないます。

(1)監督 (ま たは、エントリーされている者の うち l名 )と 当該プレーヤ

ーは、20分 前に集合所へ整列 します。

② 10分前に行進で入場します。

③ あいさつののち、両者同時に5分間の練習時間を与えます。

(9)棄権とみなす時間は、15分前です。

110)ベ ンチヘ入れるのは、前記(8)の 第Cr頁のみです。

(■)前項(11)に 同 じ。

(12)キキになし。

113)選 手の変更は、いかなる理由でも認めません。

(14)前項(14)に 同 じ。

115)青 ifr頁 115)に 1司 じ。

◎ 審判上の注意

116)前項(10に 同 じ。

(10 審判団の編成はつ ぎの通 りです。
ンヨ~ト サ~ビス
ラインズマン ス コア ラー|: 宮

サービス コーナー
ラインズマ ン

センター
ラインズマ ン

8月 5日 22 0

6日

7H

118)～ (24)「 )fi項 110～ (24)に 同 じ.
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バドミントン競技への手引き

世 界― を生 む
°
金 の 卵 。総 体 。

「バ ドミン トン」
一

日本で も戦前 か ら一部 では行 なわれていましたが、競技会が正式 に開 かれ

たのは戦後 (昭和 24年 )と い う、いわば新興 スポー ツです。 したがつて、一般 の多 くの人は街 でみ

る羽根 つ き程度 の ものを運 想 し、競技 スポー ツとしてのバ ドミン トンはあま り視戦 の機会が ないこ

とで しょう。 しか し、 日本のパ ドミン トンは世 界的 な躍進 を続 けています。 日本 が誇 る
｀
女子世界

一 .のパ レーボール、卓球 がその王座か らおろされた今 日、バ ドミン トンは圧倒的 な強 さで世 界一

を守 っています。 男子の レベ ル とて、 もう一息 の ところまで きているのが現状 です。 その ｀
金の卵゛

を生 むのが この大会  ｀
総体 ゛ (イ ンター′ヽ イ)と い うわけです。

ヽノまず得点表示器を見ましょう

そ こで、 み な さん を総 体 のパ ドミン トン会場 へ ご案 内 しま しょう。

新装 の r桐生 市民 体育 館 」へ行 ってみ ま しょ う。

総 工 費 5億円 をか け て建 て られ たデ ラ ッ クスな この

施 設 に、 ます眼 を見張 られ るこ とで しよ う。

さて、中 へ 入 っ てみ ます と、群 馬 県代 表 桐 生 市立

商業対 ○○ 県代 表 ZY校 の学 校 対抗戦 が行 なわれ て

い る さい中 です。 学 校 対抗 は、 2複 3単、 す なわ ち

ダブル ス(D)1、 D2、 シングル ス(S)1、 S2、

S3、 とい う順序 で対 戦 し、先 に 3勝 したは うが勝

ちです。

まず 、右 図 の よ うな得 点表 示器 を見 ます。
⌒ の中

にあ る一 番 小 さな数字 は「チー ム・ ポ イ ン ト」 と名

づ け、学 校 対抗 (団 体戦 )の み に使 われ ます。 どち

らの チー ムが リー ドして い るか を知 るこ とが で きま

、ノ す。 桐 生 商 が Dlを 先 取 し、 1-0と まず リー ドし

てい る こ とを意 味 します。

つ ぎに、 中 くらいの数字 を見 ま しょう。 これ は「

グー ム・ ポ イ ン ト」 と呼 ぶ こ とに しま した。 バ ド ミ

ン トン
`う

t易イ)、  「 セ ッ ト」 と
'｀

う こ と
`ぎ `ま

1争】重使 い

ませ ん。 例 えば、バ レー ボー ル は数 セ ッ トで 1ゲー

ム (1試合 )と します が、バ ドミン トンは 3グ ー ム

スで 1マ ッチ (1試合 )と な ります。 したが って、

｀
第 1ゲー ム

″
と言 っ た場 合 、パ レー は試合 その も

の を指 す こ とに な り、パ ドミン トンはパ レー の ｀
セ

ッ ト
″

に相 当 す る とい うわけ で、 ど うもま ざらわ し

い欠点 が あ ります。 「 グー ム・ ポ イ ン ト」 とい うの

は、 あ と一 点 で その グー ム (セ ッ ト)を 取 る こ との

ZY高 校

(o00)

桐生市立商業

(群 馬)

団
体
第

一
回
戦

ゲ
ー
ム
ポ
イ
ン
ト

チ
ー
ム
ポ
イ
ン
ト
）

□■■

一
■
■

―

■

-51-

(得 点 表示器 )



できるポイント (得点)の ときの審判用語でもありますが、この表示器は勝ったケーム(セ ット)を

示す ことに してい ます。 いま、表示器 は 1-0と ZY校 が D2(第 2ダ ブル ス)の第 1ゲーム (第

1セ ッ ト)を 先取、第 2ゲームに入っていることを表わ しています。

こんどは一番大 きな数字 を見 ましょう。 「ポィン ト」 は、そのグーム (セ ッ ト)の刻 々の得点 を

示 します。 いま、11-2で桐生商が第 2ゲームを リー ドしている、 と表示 してい ます。 この幸示器

の係 りを「スコアラー」 (得点表示係 )と 称 すこ とに していますが、ス コア ラーの起立 した側 (サ

イ ド)の プ レーヤーが必ずサー ビス権 を保持 しています。 これ を「インサイ ド」 と言いますが、バ

レーボールの 6入制 と同 じように、サー ビス権 を持 っているほ うが打 ち合い (ラ リー )で勝 たねば

ポイン トにな りませ ん。

ちょっ と試合 に眼 を移 して くだ さい。 ちょ ぅど桐生商 AB組 の A君 が、 ZY校 の C DttC君 にサ

ー ビスを しました。打 ち合 いが続 いて、 D君の スマ ッシュをB君が受 けそこねて ミスしました。 し

か し、ポイン トはその まま11-2で す。 インサ イ ドが ミスしたからです。 ……おや ?こ んどは B君
がサー ビスしようとしているではあ りませ んか。 そうです。 もし、 A君 サー ビス後 、打 ち合いで相 .

手が ミス していれば12-2と なってサーバー もA君で続 け られ ます。 ダブル スは 2人サー ビスで き ~
るのです。・一¨それで、 B君がセカン ド・ サーバー としてサー ビス、 またAB組 が ミスをしま した。

ポイン トは11-2そ の ま 。ヽ こ ヽでサー ビス権 が CD組 に移動 します。 ポイ ン トは 2-11と コー ル

され ます。 シングルスは、 1回 の ミスで移動す ることはもちろんです。

こうして、男女 ダブル スと男子 ンングル スは 1ゲーム (セ ット)15点、女子 /ン グル スは11点 で行

行 ないます。 ただ し、「セ ッティング」 といって軟式庭球 などのシュー スに相 当 し、グーム (セ ッ

ト)を 延長す るこ とがあ ります。 15点 ゲームの ときは13-13(13オ ール )に なったら 5点先取、14

オールの ときは 3点先取。 また、11点 ダームの ときは 9ォ ールであ と 3点、 10オ ー ルであ と 2点 で

す。 セ ッティングす るとき、先 にその点数にいっている側 が、その ま 続ヽ けるか、延長す るか、選

ぶ権利があ ります。表示器のポイン トの とこ ろが赤数字の ときは、セ ッティングしたことを表 わ し

ます。

予備 知 識が で き、 さあ ′観戦 で す

ダブル スとシングル スの コー トの大 きさもちがいます。下図の ようにな り、斜線 の部分 はサー ビ

スを入れ るべ きエ リアで、対角線の相手にサー ビスします。

(ダブルス)   (シ ングルス) 
一

これだけの予備知識があれば、かなりおもし
日`′

6.10,o 5.18m ろ く観戦 で きま しょう。 さあ、 しば ら く試合 をこ・ら

ん くだ さい。
′クパウングリーライン

こ う して、試合 をご らんに な って い る うちに、 多

々お気づ きに なっ たこ とが あ るの ではないか と思 い

ます。

′
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その うちの一 つ は、パ ド ミン トンが
｀
羽根 つ き、 の イメー ジ とは、お よそ違 う とい うこ とで しよ

つ

ダイナ ミッ クに打 ちお ろす スマ ッンュ
ー

時 間最 高速 度 は特 急列 車 なみ の速 さ とか。 これ の きま

った ときのす ば ら しさは 、まさにバ ドミン トン競 技 の だ いご味 と言 ぇ ま しょう。

二 人 が コー ト中 を所狭 しと走 りまわ る コン ピネー ン ョンの お も しろ さ と素 早 くリズ ミカル なフ ソ

トワー ク (足 さば き)-1試 合終 る となん と100カ ロ リー 消粍 す る とか。 これ は400～ 1000π を

競走 したに等 しい と言 われ る。 フ /ト ワー クを距離 に して500～ 3.000‐ に もな る とい う実 験結 果 も

あ る くらいです。

その上 、 とて もデ リケー トな ネ ッ トプ レー や ドロ ップ /ョ ッ ト、深 く高 くエ レ″ ン トに飛 ぶ ′ヽ イ

ク |,ア ー が組 み合 わ され、 1つの打 ち合 いが構 成 され るの です。

ダブル スは、卓球 とちが って二 人 が規 則的 に交 互 に打 たな くて もよいの です。 二 人が無 言 の約 束

の も とに、 反射 的 に、 コー ト中 を動 きまわ ります。 ス ピー ドとコンピネ~ン ヨンの お も しろさ、 そ

′しが /ブル スの真 髄 と言 え ま しょうか。

V 
ン ングル スの ほ うは、 ち ょっ とお もむ きが ちが うよ うです。 フ・レー ヤ ー は、 まった くコー トの中

で孤独 との戦 いです。 頼 れ るのは 自分 だけ です。 したが って、 自分 の技能 と体 力 と決 断力 を信 し、

いか に自分 を見失 な わないよ うにす るか、 いわば精 神 力 の対決 で あ り、 ス タ ミナ と作戦 の戦 いで も

あ ります。 一 打一 打 の シャ トル (球 )に それ が込 め られ るので す。

も う、 あ な た は 専 門 家

こ ヽまでお気づ きに なったあな たは、 さ らに興味 を示 され るこ とで し ょう。 そ うなれ ば、 も うあ

な たは専 門家 と同 じです。 きっ と、パ ドミン トンを次 の よ うに解 説 され るこ とで しょう。

ダブル スで、相 手 を ミスさせ た ときの理 想 の態型 は、 テニ スの よ うに前衛・ 後衛 に な って、後 ろ

からスマッンュや ドライプを打って、ネットのところへ平几な返球をさせ、前衛が決定打を打ち込

む形 をとるか、それ と反対 に、 1人 がネッ トに小 さ く攻め、あげ させて後衛 が決定打するどちらか。

要 す るに、上 から下へ向けて打 ち込 んでいる側 が有利 な打 ち合 いを続 けている とい うこ とにな りま

しよう。

ンングル スでは、特 に心技 ともに守 り抜 く力 (デ ィフェンス)が勝敗 を分 ける大 きな要素 とな り

そ うです。

3援は拍 手で ど うぞ
_ヽ′

とにか く、ついにあなたは夢中になって観戦 し、試合中、 うっか り大声 をあげ て応援 して しまっ

たようです。 あ とで係員に注意 され ないように気 をつけて くだ さい。 「パ ドミン トンはイ ギリスで

育 ったスポー ッなので、 ｀
紳士的 、_で あ りたい と思 います。 ラ リー中は静 かに見、 ラ リーが終 った

ら声援 でな く手拍手か拍手で応援 して 〈だ さい」 と。

電話 (代表)4-1614
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=電話番号=

朝 日 タ ク シ ー (本 町)5-2420 日 交|タ ク シ ー (宮前町)2-0171
(広沢町)4-1644          (本  町)4-6130

関  東  交  通 (末広町)12-2875ぬ またやタクシー (新宿通)4-9156
t2-3582          (稲

荷町)4-5242
(稲荷町)4-6580

2-3800
2-3801

(桜木町)4-1753
(織姫町)4-8072

桐生地区ハイヤー協議会

タクシーご案内

ユ  ニ  オ ン (末広町)

合 同 タ ク シ ー (本 町)4-3259

(錦 町)4-8001
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反 擁 力 抜 群 /
ス トレー ト特殊 スチールバ イプで

シャフ トの効果が倍増 されました

あなたのプレイが注 目の的です

新製品 No。3500 キングメイト

」μト
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● ンヤフ トの反撥力をフルに発揮できる全長

16cm直径 6.動lmの ス トレー ト特殊スチール

ルパイプを使用

●小銀杏構造と輸入本材を基にした革命的な

特殊合板でバランス、耐久力は抜群
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栄 光 の あ と (団体戦 の部 )

ヽ_′

回  数 年 度 開 催 地 種 別 参 加 数 1 イ立 位 3 位

第 1回 1950 横 浜 市

男 子 関 東 学 院(神 ) 緑  ケ  丘 (神 ) 金 沢 泉 ケ 丘 (石 )

女 子 30 +し    幌    東 (ヨ ヒ) 幡 (石 )津 新 ,月  中 央く新 )

第 2回 1951 札. 0聰  市

男 子 42 関 東 学 院(神 ) 層::    |)1    1兒 (111) 全 沢 泉 ケ 丘(石 )

女 子 38 ォし 〔晩 星 □〈北 ) 安 薇 (福 島 ,

第 3回 1952 善 通 寺 市

男 子 63 金 沢 二 水 (石 ) 金 沢 泉 ケ 丘(石 ) |し 海(北 )

女 子 16 +し    幌     南Gヒ ) 書 通 寺 第 一(香 〉 ォし    引L    lt(1し )

第 4回 1953 山 形  市

男 子 65 ヨじ 海(北 ) 関 東 学 院〈神 ) 関 東学 院 六 浦〈神 )

女 子 66 尚
'日

女 学 院 (宮 ) 石 (青 ) 若 松 女 子(福島 )

第 5回 1954 金 沢 市

男 子 69 金 沢 ニ 水 (石 ) 松 江 商 業 (島 ) 聖  学  院 (東 )

女 子 71 坂 出(香 ) 若 松 女 子 (福 島 ) 普 通 寺 第 一 (香 )

第 6回 1955 神 戸 市

男 子 聖  学  院(東 ) 金 沢 二 水(石 ) 山 形 市立商 業 (山 )

女 子 39 山 陽 女 子 (岡 ) 尚 ,日 女 学 院(富 ) 薔 通 寺 第 一(香 )

第 7回 1956 仙 台 市

男 子 40 松 江 商 彙 (島 ) 白 石 (富 ) 単 石〈青 )

女 子 40 善 通 寺 第 一 (香 ) 山 陽 女 子 (円 ) 尚 綱 女 学 院 (官 )

第 8回 1957 松 江 市

男 子 41 dr,Yfinft*\lx) 松 江 商 業 (島 ) 聖  学  院(東 )

女 子 薔 通 寺 第 一 (香 ) 敬 曖 学 □ (秋 ) 蘭 橋 市 立 女 子 (群 )

第 9回 1958 新 潟 市

男 子 山 形 商 業(山 ) := 幡 (石 ) 新 潟(新 )

女 子 40 薔 通 寺 第 一 (香 ) 山  陽  女 (岡 ) 尚

'日

女 学 院 (宮 )

第 10回 1959 会津若松市

男 子

`4
山 形 市 立 商 業 (山 ) 帯 広 三 条〈北 ) 茨

女 子 41 薔 通 寺 第 一 (香 ) 出(香 )坂 敬 愛 学 国(秋 )

第 11回 1960 久 留 米 市

男 子 43 山 形 市 立 商 業 (山 ) 横 浜 緑 ケ 丘(神 ) 神  戸  商 (兵 )

女 子 43 善 通 寺 第 一 (香 ) 敏 愛 学 固(秋 ) 高 同 女 子(富 )

第 12回 1961 弘 前 市

男 子 42 横 浜 緑 ケ 丘(神 ) 松  江  商 (島 )

女 子 42 敏 愛 学 □(秋 ) 新  庄  南 (山 )

第 13回 1962 高 岡 市

男 子 42 聖  学  院(東 ) 山 形 市 立 商 業 (山 ) 新 1月 商 業(新 )

女 子 43 敏 愛 学 回は ) 新 潟 中央 女 子(新 )

第14回 1963 鶴  岡 市

男 子 44 新 潟 商 業 (新 ) 宮 山 商 業(富 ) 帝 広 三 条(北 )

女 子 45 新 潟 女 子 工 業 (新 ) 新  庄  南 (山 ) 城 北 女 子 (山 )

第 15回 1964 京 都 市

男 子 45 t dr ft ltE) ti E fi t'(#) 秋 田 経 大 付 (秋 )

女 子 46 敬 愛 学 園(秋 ) 布 施 女 子(大 ) 書 通 寺 第 _(香 )

第 16回 1965

男 子 47 富 山 商 業 (直 ) 高 岡 商 業 (富 ) 北 越 商 彙 (新 )

女 子 45 成 安 女 子 (京 ) 布 施 女 子(大 )

第 17回 1966

男 子 宮 城 工 業(宮 ) 富 山 商 業 (■ )

女 子 47 敏 彙 学 固(秋 ) 山 陽 女 子 (日 ) 新 :8 青 陵 (新 )

第 18回 1967 金 沢 市

男 子 46 全 沢 市 立 工栞 (石 ) 市  立 条 (奈 ) 新潟商業(新 )・ 高日高彙(■ )

48 新 潟 青 陵(新 ) 東  大  阪(大 )

=日
女子(崚)・ ■日女子(栃 )

第 19回 1968 福 山 市

男 子 47 高 岡 商 業 (富 ) 三条由t(新 )・
0大山形(山 )

女 子 48 東  大  阪(大 ) 新 潟 青 陵(新 ) 敬■学■(株)・ 蔵安女子(京 )

-62-
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42

札    |'`    南 (1し )

38

40

40

ホ(大 )

新 潟 商 業 (新 )

真 円 女 子(栃 )

高 円 女 子 (富 )

熊 本 市
真 岡 女 子(栃 )

弘 前 市 `6
高 岡 商 業 (富 )

女 子

全 沢 市 立 工 彙(石 )



年 度 開 催 地 種 別 1 |・ 位 3 位

第

6
回

1955 神 戸  市

単
単

男
女

74
74

(

(

聖学院 )

函館東 )

井

辺

永

渡
一
子

栄
公

(

(

'11ザ 院
|●

“

II女 }

島
々

北
佐

克英
木功子

(四 日市農)林
(善一高)水 日

―し鰊ト
豊 子

複
複

男
女

73
74

(聖学院 )

(山 陽女 )

井
野

永
友

jヽ 躍予
権 口

(聖学 院 )

(山 陽女 )

北島・吉野
小林 ‐三宅

(金沢二水 )

(書―高 )

方
田

北
永

関
藤 田

第
7
回

1956 仙 台 市

単
単

男
女

商
高

形

一

山
善

オ反
横

垣 陽房
丼 キヌエ

院
女

学
陽

聖
山

野
田

↑
［
一Ｐ キ r

(関東六浦)小官
(山 陽女) ′

lヽ林
好雄
桂子

複
複

男
女

(聖学院
(書―高

)

)

吉野
横井

福水
井上

■
ｒ

商
高

野
下

星
山

′
|ヽ

大

田

西
商
女

形
陽

山
山

オ「tサ li・

′lヽオヘ・
岸
田

山
戸

第
8
回

1957 松  江  「|

単
学

男
女

31
81

雄
子

好
茂外

官
島

小
日

浦
，

六
高

東

一

関
善 喜悠

村
田

中
長

院
院

学
学

西
陸

関
北

智

'r

隆
紀 子

男
女

(関 東六浦)小官・藩合
(善―高) 口島・山下

(関東学院)中村¨ 蒔由
(善―高 )官 川・野間

商
高

江
域

松
金

村
田

今
松

第
9

|口 |

1958 新 潟 市

単
単

男
女

73
78

(

(

山形商 )板 垣 書憲
金城学院)山崎喜久子

作
子

三
紀美

浦
富

二
間

(奈 良商工)森  晃一
(宇治山田)伊村 博子

複
複

男
女

73
77

(山 形南 )

(金城高 )

板垣
川 rlI16

(山 形南 )

(敬1 愛 )

船 山
_森

水井
木村

(札幌工)五味川・堀ロ
(善―高)蔵 本・有本

第
10
回

1959 会津若松 市

久 留 米 市

単
単

男
女

84
83

(緑 ケ丘 )

(善―高 )

岡崎 恵二
蔵本 文子

井
山

稲
横

剛
満 子

(茨 木高
(善 ―高

)

)

玉井
福本

治之
和子

複
複

男
女

84
83

商
高

形

一

山
善

井
本

永
蔵

村
本

北
有

(緑 ケ丘 )

(敬 愛 )

崎
山

岡
横

本
格

山
高

商
高

松高
善

上
原

井
二

第
11

回
1960

単
単

男
女

84
83

(緑 ケ丘 ) 岡崎 忠三
(善一高)横 井 文子

高
女

松
岡

高
高

il:

橘
井  剛

美智子
商
高

戸
景

神
敬

近藤
橋

一
子

利
奉

根
複

男
女

84
81

(緑 ケ丘 )

(高 岡女 )

岡崎… 山本
橘  ・酒井

笠 原
長崎

(新i3高 )福 島
(吉原高)関

見
藤

高
内

第
12
回

1961 弘 前 市

単
単

男
女

，
高

商
見

府
士

甲
富 )

山
野

秋
望

真 男
政枝

商
南

潟
庄

新
新

竹
藤

大
佐

一
子

絃
弘

複
複

男
女

83
84

)

)

(

〈
新潟商
新庄南

大竹・安沢
小笠原・渡辺

商
愛

形山
敬

谷
門

森
大

橿,卜:

伊 藤
(帯広三条 )中 村・松浦
(掛

"1西
) 高木・天野

第

13
回

1962 高 岡 市

単
単

男
女

(

(

聖学院
山陽女

)

)

西野  ―征
高塚 淳子

(緑 ケ丘 )

(高 岡女 )

小島
橋

平
子

一
好

斉藤 正勝
室崎 光子

複
複

男
女

82
85

(聖 学院 )

(山 陽女 )

野
球

西
高

須ロ
重政

商
高

潟

一

新
善

田
村

本
松

荒
多

(緑 ケ丘 )小 島 ‐棚橋
(高 岡女) 室崎・河村

第

14

ロ

1963 毎, 岡 市

単
単

男
女

商
高

潟
北

新
城

裏田 光男
高喬 とも子

(

(

聖学院)関
新潟中央)後藤

― 誠

和 子

(新潟商)鈴 木・神
(裁北女 ) 高橋・渡

III

,コ

(聖学院 )

0し =卜 高 )

宏
幸子

(聖学院) 関  ・中村
(新潟中央 )後藤・茂沢

複
複

男
女

(新潟商) 星野・裏田
(女子工芸 )加藤・石崎

第
15

1● 1

1964 京 都 市

単
単

男
女

(奈 良商工 )森  芳夫
(敬 愛) 佐 々木 タミ

(高 岡商) 盛野 博之
(女子工芸 )竹内 泰子

工
女

阜
岡

岐
高

堀

＾
幸雄

恵美子

男複
女複

富山商)高 林・池田
女子工業)竹内・石本

(

(

高岡商) 立野・盛野
新潟中央)高野―渡辺

(奈 良商工 )

(真 岡女 )

森
植 木

河村
大島

第
16

い1

1965 熊 本 市

単
単

男
女

92
89

92
88

(富 山商 )

(布施女 )

栂野尾
近藤

昌一
光技

(富 山商)

Or一 高)

寺前 信之
山本 真江

(日 大山形)沼沢
(布施女) オ脇

利―
妙子

複
複

男
女

商
高

山

一

富
善

尾
本

野
山

栂 寺 前
錮

'1

形
＞

山
女

大
岡

曰
真

)
沢

野

“

Ｌ
4,+.t
EE

山
脇

杉
オ藤

月
近

工
女

阜
施

岐
布

第
17

1口 1

1966 弘 前 市

単
単

男
女

91
92

(新 潟商)本 間
(山 陽女) 湯木

順次
博江

)本 間
陵)本 間

高橋
曰

~ド

′

t

富城 工
山陽女す

我妻
浦 ロ

一郎
恵子

(富城工 )市
(新庄南)遠

川
藤

清
幹子

複
複

男
女

90
92

工
女

城
陽

富
山

市川
浦 ロ

商
南

山
庄

富
新

島
山

牛
小

藤 ヘ
遠藤

第

18

回

1967 金 沢 市

男 単 92 (富 山商) 米国  実 (金 沢)黒 口  博

(新潟青陵)相沢マチ子

(正 強 )

(高 岡商 )

植ロ
牧野 光 男

女 単 94 (新潟中央 )高坂  薫 (聖 愛 ) 奈良岡洋子
(東大阪)池 田 栄子

男 ISk 91 (富 山商)松 島 ‐米国 (富 士 )笠 井好・
笠井教

沢
沢

金
金

木
本

高
山

工
工

市
市 松

女 複 94

92

(新潟青陵 )相沢 ■金子 (真 岡女) 口仲・ 枝

に 卓東)足 立 守男

(

(

成安女
東大阪

) 岡崎・湯浅
)池 田・平山

第

19

回

1968 福 山 市

男 単 (高 岡商 ) 上 敏博 所
藤

田
逮

形
形

山
山

大
大

日

日

男

男
光
好

女 単 94 (東大阪) 平山 泰子 (新潟青陵)堀川栄美子 子
子

敏
代香

日
本

豊
橋

女
女

岡
岡

真
真

男 複 92 (富 山商 )草 島・布 目 (高 岡商)二 上 ‐官林 商
山

松
大

高
曰

)松 田・三野
形)遠藤・ 田所

女 複 94 (東大阪)平 山・柴山 (真 岡女) 清水・藤田 (成安女 )

(東大阪 )

陣内・村田
高崎・大場

(第 6回初謝絵より)栄 光 の あ と
(個 人戦の部 )

V

V

-63-
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(宇 治山口)伊村  隆
(新 庄南)小 笠原詔子



ヽ_′

oヽ 県 名 学 校  名 監督、 (コ ーチ )

マ ネ~ン ヤ~
人

員
選 手 名

沖  縄
(政 )那 覇商業 井 上   赳

(奥松 健二 )

比嘉

崎原

盛二③ 大城

徳-2 宮城

周二③
道雄 2

平回

福井

鹿児島

鹿  児  島

四 元   肇

小森園   誠

海老原 為 志

大原

稿日

塩田

春雄③ 竹之内 敏③
字宇

=ム

3 新ホす イ申-3
恒裕 3 坂口 和敏 3

中浜 高博 3 藤崎  治 3

大久保 学 3

宮  崎

大  分
県立 日田林エ 大 庭 富 紀 利光

大倉

孝③
勝見②

坂ロ

坂本

千年()熊 谷 光芳3 野村喜好 3

信一く)

熊  本

県 立 熊 本

鮨本薔科大学附属

末 田 修

本 郷 節 生

杉lll 新治③
浜Hl 泰之 2

加治屋博文 3

江藤

樗木

築山

弘純③  坂本

士郎 2

元博 3

哲 3 宮本 政信 3

長  崎

確 i甫 中 里

(樋 ロ

木 下

高 田

克 彦

隆則)

茂 男

滓太郎佐世保市立西

― /瀬 通③

伊藤 孝洋 2

山道

ネ占

秀則 3

宏次 2

大束

町田

歳文② 佐藤

勝盛 1

彰②

村井  拡 3 1り:藤 和樹 3

佐  賀

福  岡

県 立 明 善

県立大牟田北

今 村

(江上

平 木

正 道

裕治 )

武 美

桑野

田中

内田

隆裕③
英彦 1

博志 3

失野

中山

金坂

大策 3

孝-1
俊彦 2

高 知

高 知 '1芸

土    佐

市立高知商業

県 立 須 崎

堀 "1 定 満

(下 村信一部 )

国 内 英 明

中 内 華 雄

中 "1 膳 清

見 元   等

山il 信博 2 桑名 嘉和 2 長崎 隆明3 楠瀬 雄-3

田代

藤本

横山

豊 3 高岡

孝 3 谷ロ

博 3

昌徳 1

滋俊 3

10 愛 緩

県立松山商業

県 立 松 山東

池 内

(横山

山 内

阪 本

長 良

誠 )

明

議 一

永井 龍夫③
岡田 友-1

I旬

'「渡許|:

孝③
勲 1

三好

矢野

賢-3 吉岡

由夫 1

↑吾1

ll 香  川

県立害通寺第一

市立高松第一

県立高松商業

北 野

(秋 山

大 西

鎌 田

地 下

友 美

正文 )

順 子

紀 夫

義 文

大西

福崎

智則 3

広文 2

細川

福崎

進 3 横田 泰徳 2

正義 2

小田

高尾

恵 3

博 3

日下

岡田

昇 2

博美 3

12 徳  島

県 立 日和 佐

県立 小松 島

県立′l松島西

仁 木 義 顕

(野村 敏明 )

岡 本 康 彦

平 岡 嘉 泰

森 本 公 夫

勢 ,
1■ 、

雅華③ 延原

尚詩1 野村
秀和③ 阿部

明徳1 三間

義光 3 郷司 昌彦 1

康司 1

AI・ 浩 3 寺沢
正幸 3 福本

寛二 3

孝-3

13 山  ロ

市立下関商業

県立柳井商工

県立下関中央工葉

石 井 末 雄

武 本 雅 勇

村 上   進

6

2

2

鳴尾

西村

利行

松ロ

勇二 3

幸弘 3

好勇 3

仁 3

岡崎

宮川

坂本

樋 Ll

常男 3 吉村 和夫③  和田 周三③

泰雄 3

賢二 2

茂雄 3

14 広  島

福山電波工業

北 川 工 業

斎 藤 宏 司

松 尾 恵 祐

伊藤

安達

平川

健―③ 杉之原政人③ 山岡

恵吉 3 坂本 智行 3 横山

幸雄 3

満③ 大塚 幸泰③
誠-3
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選 手 団 名 簿 男 子 (1)

政則③ 官城  孝③
正臣 1

2

田島龍太郎② 吉富 知孝 2

中村 博寿 1

|

畑野 裕司 3 増井 雄二 3



県  名 ′ 校  名 監督、(コ ーチ)

マ ネー シャー

人

員 ,菫 手 名

15 岡  山

県 立 天 城

県立合敷ェ業

高 田

(中村

内 藤

4ヽ 原

浩 二

宏海 )

和 子

健 吾

梶口1

松本

二郎③ 岡
洋 2 川 [‖

浩一③
真(■ 2

仙田

青葉

尚人3 森藤 直哉③
仲昌 2

斎藤 敏行 3 片岡 忠明 3

16 島 根

県 立 松 江北

県立松江商業

福 田 末 富

下 山 忠 芳

小 林   茂

塩治
十

岡

安東

都夫③
宏 2

秀 人 3

尾添

岩ロ

久夫③ 南木 宏視2 米原 冬樹 2

-3

17 鳥  取

県立境港工業

県立 倉吉東

県立倉吉工業

進   員」 和

山 本 拓 男

山 根   怜

秘′
":高崎

山本

宮本

清美③
茂 2

嘉彦 3

芳夫 3

増田

山本

定雄③  山田

繁樹 1 森

米造② 吾妻 青春2

章 1

在路

道後

薫 3

信男 3

辻本  勤 3

18 和歌山

県 立 新 宮

県立御坊商エ

県立新宮商業

林

(荒 尾

山 本

角 田

島

正

窟 )

保 子

博 敬

克 己

19 奈 良

県 立 添 上

天

正

理

;螢

村 城

(桜 田

宮 本

大 '11

谷 ロ

信 隆

禎幸 )

順 ―

昭 雄

章

開キ

宮本

弘安 3

宏和 2

平

中十す

敏明 3

薫 2

堀口  稔 3 蔵内 康良 3

土井政治郎 2

岡 IB

菅原

昇久 3

弘責 3

金田

山本

龍造 2

繁幸 3

20 兵  庫

県 立 神 戸

灘

‖I

小林

松本

貞雄③ 柴田
宏③ 山見

明

隆

高谷

芳木

晋介

純―
中野 祐―

膀九

郭

充啓 3

栄洲 3 荒木 孝 2 藤沢 順-2

21 大  阪

府 立 茨 木

府 立 高 津
府 立 山 本

安 座 間  幹

(元林 正彦 )

入 江 真 行

池 谷   優

鳥 見 隆 憲

川中

中川

正浩③
一郎 2

荒井

高橋

裕史③
降之 2

深尾

黒 日

進 3 前野 次信 3

悦生 2

永沢

片谷

康弘 2

省三 3 中井 基雄 3

22 京  都

星

府 立 鴨 折

田 中

(南 出

大 村

坂 上

耕
敬 )

正 樹

安 彦

玉本

酒井

正之 2

孝志 2

壁館

木下
伸-2
武範 2

増井

山本

誠② 土井 達也②
,多 2

小島 文雄 3 口辺 和男 3

23

県立能登 川

県立彦根工業
県立長浜商工

国 領

(田 中

辻

村 山

迪 則

英明)

広 之

省 三

森丼

南

中村

中川

佳夫 3

邦彦 2

正昭 3

吉久 3

24 菫

県立伊勢工業 水 谷 貞 夫

(大 世古吉弘 )

伊 豆   茂

東浦

磯部

秀二③
善司 3

奥野

世占

省三③ 坂本
宏3 小合

博史③ 山本
和幸 3

康③

25 愛 知

堀

(

田

尾

ロ

+寸

中

7

|‖

県立 時 習館 2

中

(

鈴
内

7県立吉原工業

県 立 富 士

・I
田

沼

木
田

達 也
一春 )

公 利

章 喜

稔

友明)

義 孝
寿 夫 2

森川 i津夫③
菱田 修光 2

加藤

中村

悟③
悟 2

長江

阿部

新八 3 加藤 保利 2

博 2

寺部 重人 3 福井 健介 3

26 静  岡

山崎 和之③
古郡  誠 3

小野i月 照彦 3

山1.ヽ ■志夫③
土屋 佳美 3

熊]: 恒博 3

秋山

大石

幸光③ 長谷‖1 豊 3

足表 2

男  子  (2'

_ヽ′

V

高真  広③ 大森 鉄也③ 柏木 茂樹②
田上 義美 1 橿野 信人 1

"l 
村 治 之

(村上 栄― )

前 田 英 子
河 合 善 造
高 橋 喜 ―

滋  賀
西言辱美5)婁非層芝:西  秀雄②
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男  子  13'

N(, 県 名 学  オ交 名
監督、 (コ ーチ )

マ ネー シ ャー

人

員
:= 千 名

2 7 岐 阜

里′  ホす

(岩 田

'度

 辺

博

昇 )

英 作

川浦

増田

正春③ 亀 山

π晴 3 脇田

正美③
吉穂 2

安田書始郎③ 中野 田正③

井
"1  

斉 2

28 長  野

県 立 伊 那 北 ri 瀬
(伊藤

橋 爪

健 司

尚臣 )

仁

矢野

丸山

貴直③
健 3

倉Hl

福島

明弘③
l,治 3

小島  薫③ 丸田 公彦③
九山 進-2

29 山 梨

市立甲lr,商 業

県立第
‐商業

県立ヨi府工業

回 村

(田 中

横 森

保 坂

博

登 )

孝

和 也

井上

岩田

岩下

飯島

喜固③ 雨宮
正彦2 保坂

英夫3 ′
lヽ 倉

保利 3

春彦③ 嶋田 久伯3 保坂  実2

久 2

-雄 3

30 福  井

県 立 敦 賀

福    井

県 立 藤 島

平 沢

(原

紫 田

長谷川

畑

行 連

紀征 )

正 治

利 和

忠 雄

大石

林

和夫③
啓之 2

千場

中付

茂③
敏明2

三宅

石山

敏行 3 藤田 輝男 2

徳義 2

松浦

嶋田

邦信 3

伸行 3

牧田 利之 2

石 り||

金沢市立工業

県 立 大 聖寺

河原山

(新 田

高 来

村 西

小中

塚本

雅樹③ 村谷

広道 3 青山

信之③
信吾 2

中橋

竹村

友行 3 田賀

勇治 2

実 3

本出 芳彦3 銭谷 欽治 2

宮 山

善 光  弘

(江尻 議三 )

加 納   正

不 破   裕

(川 上 洋一 )

村 西 清 文

川瀬 次郎 3 栞柄

河田志登美2 」:

敏彦③
孝志 2

山岸

杉山

義則③ 神初 誠治2

弘 2

尾崎 幹雄③
松島 仁:之 2

中口
|

西村

達次③
美鶴 2

森口

新村

勉 2 奥村 謙-3
秋男2

33 新 ,B

県立新潟商業

加 茂 暁 星

県 立 新 潟

大

(

林

π

本

竹

」ヽ田

紘 一

武夫 )

幸 三

勝 淳
至

川

田

正平③ 堀丼

博 3 ′
]ヽ 山

武久 3

竹司 3

山田

込山

秀雄 2 竹野 繁博 2

高司3

小泉

清水

司 3 松井

幸夫 3 本間

正明 2

享 3

34

関東学院六浦

県立平塚商業

市立横浜商業

1見
(瀬戸

岡 本

大 木

加 納

正 男

孝 )

はるみ

一 郎

和 明

城 所

|口 辺

和夫C)小宮

豊1 鈴木

晃 3

昌道 1

藤山

''t辺

鶴夫 3 安藤 哲雄 3

清和 3

35 東  京

日本大十鶴ケ丘

聖  学  院

前 日

(関 波

吉 野

大 島

耕 作

進 )

宏
一 部

南雲

関谷

文彦③ 石
"1 

栄3

幣 ‐2 帆刈由紀夫 2

紫崎 俊之3 市村 栄文②
横堀 不ll男 3

高木 志門2 日村 正司2 永吉 知彦 2

36 千  葉

県 立 木 更津 松 本

(蕨

苅 込

一 平

秀鷹 )

祥 雄

安藤

苅込

毅③ 高橋

祥雄 2

馨③ 三浦 史雄③ 進藤 益夫③

37 埼  玉

県 立 浦 和 西

県立 春 日部

若 沢 大 市

(石薄 利孝 )

増 田 勝 彦

唐 沢 清 一

新井

伊藤

t,,1●

F年 .ど 2

能登

佐藤

則男②
幸男 1

深井 義博 3 高橋 水治 3

菅野

沢野

晴夫 2 山崎 高志 2

健治 1

V

V
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岐  阜  東

晴 夫

正治 )

稔

32

神奈川

折井 直則① 秋沢 光孝 2

村島  竜 1



N() 県 名 学  校  名 監督、(コ ーチ)

マ ネーシャー

人

員 チ 名

38 栃  木

県立真岡工業

県 立 石 橋

印 波
(福 田

久 野

古 ロ

光 重
哲夫 )

行 雄

紀 夫

三村由岐男③  久保野和夫 3

館野 政男 2 細嶋  守 2

横山

榎F
秀雄③ 羽石 武± 2

博 2

日仲 広 3 田 晴夫 3

39 茨  城
県 立 谷 田部 猪 瀬 芳 実

中 山 藤 夫

須藤

塚本

正雄 1

好-1
中川

町m
男

'羊

1

1

古池 和夫 1 須藤 勝男 1

40 福  島

五十嵐 善 正

中 島 イを 文

谷沢 正広③ 森
'|1  

茂③ 五十嵐儀策3 青木 昭弘②
原田憲之助 2 五十嵐 茂 2

樋山  栄 3 川勝 1雰-3

佐藤 欽也③ 牧野
橋本 則之2 今井

文雄③
善彦 2

伊藤

米山

悦孝③ 高橋 信一③
正和 1

村山 英+3

41 山 形

県立 山 形南

桔 梗 喜 一

(丹 野 安雄 )

加 藤 康 夫

豊 岡 昭 蔵

42 秋 田

県 立 秋 田

沢 井 芳 夫

(菅  偕和 )

笹 '!1 公 博

横 山   イ有

舟山

武藤

敏彦③
降志 3

菅

伊藤

秀毅③
正和 3

原田

鈴木

一③ 鎌田 幸男③
勝美 3

小玉 敏明 3

43 宮  城

県 立 工 業

県立仙台第 1

仙台育英学回

高 橋

(市 川

山 本

水 π

貞 男

清 )

実

敬 二
|

7

1

1

関本

小原

宍戸

牛渡

昌和③
良雄 2

義-3
直人 3

鈴木

大富

稔③
敏弘 2

小野塚俊明③ 市川
佐藤 雅之 2

仁②

岩  手 専修大学北上

県立黒沢尻北

県立盛岡商業

出 羽 振 治
山 口 美知子

小田島 祐 ―

中 村   敢

5

2

1

1

千葉

佐藤

菅野

熊谷

和正③ 近藤
和彦3

達昭 3 高橋
好文 3

康文 3

敏彦③ 吉田

誠二 3

収 3 川村 省三 3

45 青  森

県 立 浪 岡 佐 藤 弘 次

( 浦

内

)

平 進

iヽ千」
石岡

龍徳③
宏喜 3

木村

工藤

義正③
修± 3

ヽ西

平内

邦男③ 秋元
進 3

治③

南t椰首

(道 )札 幌 西

札 1晃 工 業
夕 張  南

令 箱 オ止夫

清 水 政 喜
神 山 月 二

松 本 省 三

青木

浅野

浜本

山脇

健治③ 土江田真一③ 伊藤
雅実 2 菅原 宏志 2 坂上
栄治 3 市川 政孝 3

昭久 3

敏和 3 嫁本 修平 3

政弘 2

47 北1臨首

(道 )帯広農業

(道 )僣 広三条

(道 )羽  幌

赤 川

(伊勢

藤 井

堂 端

笠 井

賢 二

寿文 )

英 憲

幸 彦

武 彰

山田

下野

龍 ■3

正 1

竹田

'円

井

新治 3

惣次 1

正

福島

降義3 井上 寿美2

清寛 1

西川

山田

広志 3

篤 3

―
雄 3

公明 3

48 群  馬

桐生市立商業

東京■葉大学第二

県立前橋商業

西 巻 育 夫

野 本 網 夫

前 田  隆

大 堀 贅 司

鈴 木 和 夫

内田

川俣

通夫③
好晴③

桐生台次郎③
′」ヽ林  敏1行 2

小林

藤田

―行③ 渡辺

武 2
稔③

下ロ

前田

茂木

昇③
市二 2

孝 3

阿部

令井

渡辺

―晨F3
久夫 2

昇二 3

奥泉 幸-3 佐藤 利昭③
飯塚 敏彦 2

男  子  (4)

V

V

県立会津工業

県立若松商業

|

日本大学山形

44

|

|

-67-



V

ヽ_/

選 手 団 名 簿 女 子 1)

N(1 り,1 名 学  校  名 監督、(コ ーチ )

マ ネ~ン ヤ ~
人

員
,■ 手 名

沖  縄 (政 )那 覇商業
井 上   赳

奥 松 健 ニ
宣保 栄承Э
大城 明美 2

IⅢ l(

111 111

啓r③ 下地
直子 2 武島

幸江② ,ll畑

洋子 2

,・ |「 0

鹿児島

県 立 串 木野

鹿  児  島

県 立 川 内

肥 後

(前

“別 rf
岩  ド

弘 遭

俊哉 )

照

亮 一

植ッ 原市子 3 久木山涼 r3
須納瀬仕代子 2山 本真由夫 2

上森 ヒロ r3 和国見悦子 3

橋口 ろI)3 丼上 博 r3

中島 正代 3 中原久美子 2

東 真理子 3

宮  崎

大  分
||| 城 田 九 俊 也 土屋 晴美③ 田中みゆき③ 岡崎久美子③ 熊谷 月美②

熊  本

′L州 女 学 院 今 村

(後 藤

仲 田

敏 男

和子 )

裕 ・F

松島
トロ

結子③ 松林千鶴子③
朋子 2 西田美穂子 2

江1.}

浜坂

真理③ 今回 真理③
雅子 2

長  崎

||バ′:長崎商 X 稲 〔H

(71‖ |

福 rロ

勝

努 )

かはる

草野

古里

恵r③

明■3

坂ロサエ子③
(″ 賀里満子 2

徳水 章枝 3高木 令子③
官口由美子②

馬場真■lr③

小野佳代 r③

大宝未利子③ 田中 典子3高口 節子③

小垂葉千恵子 3

佐  賀

福  岡
県 立 明 善 今 村

(江 L
■1: 〕首

裕治 )

高 知

土 佐 女 子 勝賀瀬 健 三

(岩崎 絹代 )

岡 崎 知 子

中村 優子③ 窪内由美子③ 横田 幸子③ 島崎 昌子②

矢野 敏子 1

10 愛  壌

県立松山商業

県立 今 治北

県立 松 山東

池 内

(横 山

渡 辺

越 智

阪 本

長

久

壮

謙

良

誠 )

子

II]中

曽我

恵③ 永:Π  ttr③
好恵3 泉  富 r3

近藤

‖1端

京子 3大西 啓子 3

啓子 3

伊藤

奥村

充子 3 竹之内順 r3
恵子 3

:1 香  川

事 岡 恒 雄

(小 片千恵子 )

木 戸 任 ―子

植 原 守 雄

高 尾 「 : 雄

後藤 幸丈 3

田所 静子2

山田真知江 3

造口 優 r2 '11東

 秀美② 森
大坪 美恵 r2

ili美②

竹林 博子 3 森江美津子 3

武田 真弓 2

尾崎ますみ③
森  品 r3

平山貴代美③
山田 和■2

野口裕美子 3 味」・さとみ 3

平岡百合子 2

丸山 光美 3 大西 下恵 r3

水田美登里③
岡村  幸 3

西日 茂子 3

浜回理t r③
高|1 清 r2
藤本美 T・代 3

|」1水

内山

栄子 3 浜崎加代子 3

恵子 2

沢田 直子③
橋本 淳美3

高橋 博 r③

橋本千■(②
織旧久美=r3 小川久■了 2

藤原 美技②

12

県立小松島西

県 立 日和 佐

森 本

(笠 丼

島 ロ

仁 木

公 夫

康H)
オ羊 子

義 顕

7

2

13 山  ロ

県立 下 関南

県 立 長 府

回 キす

浅 谷

信 正

寿々也

県立福山静'陽 石 井

河 相

・た

悦  子

山 陽 女 子 毛 利

(岸本

松 本

:4 広 島

15 同  山

延原美和子③ 坪田久1lr③
林 寿美子1 剛迫 ミエ r2

孝 rC)石 田 雅 rくD
孝子 2

吉田

'|1崎
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県 立 九 亀

県立高松女子商業

徳 島

清 志

芳 r)

靖 江



N() 県  名 学  校  名 監督、 (コ ーチ )

マ ネー ジ ャー

人

員 ,■ 手 名

薔田 弓子③ 内田みつこ2

水田久美子2 前島はるみ2

伊藤 由紀3 富樫 和子 3

伊藤みゆさ3

原  良子 2

国富恵美子 2

山本 幸江 3

河ロ

玉城

和子 2

敬子 3
16 島  根

松 江 家 政

県立松江商業

松 尾 益 吉

加 納 節 子

小 林   茂

17 鳥  取

県立 倉吉西

県立 鳥 取東

納 本 武 夫

安 ホ 章 二

清水久美子③

松原由紀子 3

山下真知子 3

清水 敬子③  角口 陽子 3 中本 和恵③

淀瀬恵美子 3

三 ッ国幸恵 3

!8 和歌山

県立御坊商工

県 立 星 林

県 立 新 官

宮 本

(西崎

'II 
瀬

阿 部

林

稔

英良 )

小夜子

美保子

正

塩崎 裕美3 鴫田 文子 3 神田
｀
清美 3 曽根 通子 3

古谷知代子 3

福井よし子 3

橋本 京子 3

筋師佐江子 3

19 奈  良

奈良市立一条 松 尾 良 行

(中 野 願子 )

吉 'II 史 子

山口なお子③

堀 川須美子 2

喜子③ 早
"1江

津子 2 勝山恵永子 2

智子① 古谷 成代①

兵  庫

親 和 女 子

県 立 尼 崎 西

長谷川 嘉二郎

(巽 寿喜久 )

岡 山 百 世

平 林 弘 嗣

橋本 弘子③
新井由紀子 3

池田 美加③
佐藤 恵子 3

'こ

汗′

山崎

直子 3 清水 良子 3

暁■ 3

桂岡 和子 3 桝谷美智子 1

2 1 大 阪

東  大  阪

四 條 11(学 回

佐 薔

(宮 本

山 下

片 岡

(杉 田

大 隅

茂 雄

善次 )

修

輝 明

忘邦 )

幸 子

東 条 信 由

(長 谷川 進 )

高 阪 明 美

大場

大場

照美C)柴山きよつ
弘子 1 吉田 正子 1

高崎 弘子C)坂本 恵子③
藤永 昌子 1

長崎

I」 窪

節子 3 餌取貴美子 3

浩子 2 西尾真理子 1

大音 泰子 3 佐古与吏子 2

秋本入代美 1

22 京 都

成 安 女 子 大西多栄子 3

奥田 久美 2

障内 裕子② 岡崎 幸子② 田村 春美 2

尼崎 初子① 谷津美津代①

23 滋  賀

県立 彦 根西

県 立 大 津

寺 田   寿

(花 房ふさ子 )

」ヒ 村 ,宏 一

岡 林 恒 大

冨居

山脇

康 r③

昌 r2
田井中千代子③中野 :=子 3 堀江 久子3

日付せつ子 2 長谷川美代子 2

_i宅  久子 3 川端由美子 3

24
=

県 立 長 島 野 村 幸 生

橋 含 由美子

中野

村 ロ

香③
裕美③

村田 絹子③
東 佐智子 2

東  生恵③ 中村みち代 3

大西小夜子 2

愛 知

高蔵女 r商業 各 務

(宇 田

長谷
"|

通 員ll

保夫 )

洋 子

早川

鈴木

幸子③ 石川ちづ子③
清香② 藤井 芳子2

神谷

堀

美雪()高 橋真知子 3

正子 2

26 静  岡

県 立 吉 原

県 立 富
‐L

小長谷

(岩崎

鈴 木

竹 本

武 史

清 )

千鶴子

公 ―

深瀬千代子③ 志田百合子③
仁藤美代志 2 影山千恵子 2

高谷妃都美 3 平野 克枝 2

土屋 君子 2

漆畑ひとみ 3 望月由紀 チ3

27 岐  阜

野 村

(足立

佐 合

博

守男 )

美息子

乃
"|

山 口

息子③ 脇田 和子③ 紅谷 島子③ 高橋 清美 3

基恵② 富田真由美2 尾藤喜代 r2

女  子  (2)

ヽ■′

V
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20

25

富 田 女 子



女  子  (3)

ヽ
…
′

学 校  名 監督.(コ ーチ)

マ ネー ジャー

人

Ｉ

貝
:L 千 名

宮下 節子③
小林すみ子 3

飯田 雅美 3

下川
徳水

裕子③
幸子 3

若林

岡部

朋江③ 坂本
雅子 3

正子③

市川みとり③
渡辺さとみ 1

入倉真由美②
矢崎 生子 1

望月恵美子 2 井上富士子 2

茂手木 弓 1

中村ひとみ 3 渡辺けさみ 3

五味 和子 3

遠藤久美■ 3

28 長  野
県 立 長 野西

県立:賦訪二葉

藤 岡 善 栄

赤 羽 幸 雄

29 山 梨

県、14甲 ●第

県 立 山 梨

山 梨 英 和

甲 府 湯 田

田 中

(新津

森 山

内 藤

小 林

薬 袋

博

勝 )

真智子

鉄 男

直 喜

等

福  井

県 立 敦 賀 松 本 一 夫

(原   紀征 )

松 本 恵 子

田中よし子③
小沢 朱美 3

川上美枝子③

河端麻里子 2

山岸たつえ③ 沢田喜美代③
長谷 朋子 2

31 石  川

ヽ イL

県 立 津 幡

北 方

(沢田

西 島

原

匡

力 )

存

栄

岡田 葉子③ 髭 美智子③
奥村千枝子 3 吉池 和子 3

長谷 悦子 3 岡田 澄代 3

轟香和賀子 3

村井 桂子 3 平島千代美 3

32 富  山

■ ■ |., 善 光

(塚原

加 納

石 原

弘

孝史 )

正

常 正

中村麻里 r③ 塩崎 睦子①
和島 準子2 寺島ふみ子 2

江尻

中川

清美3 小谷百合子 3

久子 2

山崎 睦子 3 山森 明美 2

33 新  潟

新 潟 青 陵

県、

'新
潟中央

阿 部 ― 佳

(相 沢マチ子 )

竹 中 悦 子

五十嵐 明 美

天野 広美 2

岩本恵里子②

オ,雨 11

高橋

智子 2

映子②

八幡 浅子② 宮本小夜子②

平松美智子 1

市場 容子 3

34 神奈川

大 木

(紅 野

奥 谷

興 野

― 郎

理栄 )

直 子

主 計

横尾

秋山

節子③

陽子2

清田ひろみ③

野上利栄子 2

山木

安池

宏子〈D柏木美貴]くD
芙美子 2

安斉 明子 4

東  京

樹 朋 女 r

女 子 聖 学 院

三  階  堂

′
Iヽ 山

(藤 山

中 嶋

佐 野

今 井

トキワ

広嗣 )

郁 子

美代子

先

長谷川京子 2

越原 容 11
鎌田美枝子2 川鍋早智子 2

小林 洋子2

北島はるみ 3

田中真由美 3

木本 雅恵 3

川村 正子 3

千  葉

県 t木更‖栗 河 辺

(海宝

石 井

牧 野

,商

)康夫

直  r
建 夫

五十里

(鈴 木

横 田

柿 沼

光 秋

雅生 )

す え

清

時 |コ

野崎

栄子③ 池田
隆江 2 庄●1

育子③ 鈴木
勝江 2 平野

陽子 3 井上 潤子 3

真澄

村沢 真記 3 鳥島 淳子3 杉野 蔵子3 尾瀬 和江 3

琢 本

中付

清美③ 大西 亮子③

裕子2 大河内幸子 2

菊地  恵③ 小林 良子③
土佐林原子 2

青木 庸子 3

37 埼  玉

市立川口女子

県立川越女子

38

|

栃 木
|

|

|

県立真岡女 F 遠 井

(松 本

池 田

稔 男

昭子 )

静 江

望月しずか③ 石崎
広瀬美枝子 3 小林

茂子③ 阿久津まさ子③助
"1 

智子③

敏枝 2 藤井 幸子 2
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り,t 名

30

藤 回 女 r

久留島敦子 2

岡1.)礼子 1
35

36

昭 和 学 院



.ヽ, 県 名 学  校  名 監督、(コ ーチ )

マ ネー シ ャー

人

員
千 名

39 茨  城

県 立 小 瀬

県立結城第二

県立下館第二

菊 地

(豊崎

森 島

松 沼

渡 辺

進 一

織子 )

恵 子

可 代

治

山口

粕 谷

啓子 3

光子 2

相田

綿引

洋子 3 梶 美江子 3 石崎田鶴子 3

澄子 2 吉田 厚美 2

江連

陰 山

有子 3

和枝 3

渡辺

山中

昌子 2

房子 3

40 福  島

県 立 平 商 業 永 井

(竹 岡

福 地

祥 一

方枝 )

セツ子

紺野 幾子③

草野 順子 2

伏見香代子② 助
"|ひ

とみ② 作山美代子②

菅波千枝子 2 千葉 陽子 1

41 山 形

県 立 新 庄 南

山 形 城 北

菅 野 悦 正

(柿崎さち子 )

奈良間 信 用

志 筆   正

名和

清水

和 f0
良子 2

岡村るり子0
星
"1 

澄子 2

甲州

矢ロ

香③ 佐藤 文子3

節子1

杉原 智子 3 永野美也子 3

秋  田

県 立 羽 後

敬 愛 学 園

井 上   裕

(菅  階和 )

高 橋 優 子

脇 坂 安 隆

後藤 光子 3

阿部恵美子 2

野日 米子③

佐藤せい子 2

佐藤 栄子③ 渡部′ヽマ子 3

佐々木 トモ子 2

中国 良子 3 石
"l 

容子 3

43 宮  城

尚 IΠ 女 学 院

常 盤 木 学 園

渡 部

(三品

高 橋

細 野

籠 一

悦子 )

久視子

悠 子

鈴木 京子③ 吉川二枝子③ 相沢真由美2 菅野 和子2

沢田 和子2 斉藤 厚子2 1鈴木 美子 2

田中登貴子3 金谷 順子 2

44 岩  手

県 立 千 厩

― 関 修 紅

県立盛円第四

鈴 木 龍 助

(斉藤せつ子 )

佐々木 彦 士

小野寺 11 子

平 賀 唯 男

千葉ふみ子 3

菊地 文子 2

藤野あい子③ 藤原とし子 3 自石 光枝 2

遠藤 房子1 千葉千賀子 1

佐々木洋子 3

竹田 和子 3 馬場三枝子 3 柿沼 浩子 3 高橋 照美 3

45 青 森

弘前学院聖愛

東 臭 女 子

千 葉 学 園

県立 弘 前南

小 泉

(市 川

伏 見

東

加 藤

斉 '11

洋

和司 )

恵 子

孝 子

治 郎

俊 明

佐藤 いつ 3

小笠原早苗 3

木村 敏子 3

千葉 秋枝 2

木村 弘子 3

46 南北海道

札 幌 静 修

札 幌 北 斗

横 山

(田村

官 '1
奥 山

俊 之

静子 )

美智子

皓 之

松本

村上

節子 3

政子 2

長浜 京子 3

石田 晴美 2

北村美弥争③ 今川喜佐承Э
日本貴美子 2

日本 雅子 3 坂梨寿美子 3

47 北北海道

(遺)新  得

(道 )志 別商業

帯 広 大 谷

上 山 功 夫

石 倉 敏 彦

森 日 精 一

鎌田美智子③

石山 恭子 2

木村千鶴子 3

川東とみ子 3

平田

見沢

格子③

綱子 2

小木田志津江 3峰 谷 裕子 3

長谷川澄子 2

坂崎 弘美 3

48 群  馬

前橋市立女子

県立渋川女子

小 栗

(石井

橋 本

横 手

(渡辺

町 田

新 井

横 山

宣 明

恵子 )

隆 子

― 夫

幸茂 )

美佐子

威

隆 夫

上回

日向

敏子③

玲子 2

島田 玲子③
茂木 照枝 2

信沢 美秋 3 横山裕美子 3

湯本喜代美 2

小野

川崎

裕子③

和子 1

佐藤とき江◎
鈴木 厚子1

石井 里子 3 高橋 近子 2

薇原 淑子 1

細谷

根岸

芳子 3

啓子 3

女  子  (4)

_ヽ′

V
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石川 展子 3 川村 智子 3 堀内理江子 3 :工藤 栄子 3

外崎 秀子② 斉藤万喜子 2

県 立  境

高崎市立女子

小関 淳子 3

清水 幸子 3





市内有名スポーツ店
＼
ド

4丁 ロバス停

本町4丁目十字路

5丁 ロバス停

2-3310 5丁 目十字路

本

町

通

'リ

国鉄両毛線

フジスポーッ
4-3547
4-3550

至小山

ヽ

マキタテニス堂
2-9058

宮
渕
運
動
具
店

V

ム トウ運動具店
2-5247

早瀬運動具店
5-3311

‐  ‐  ■■ ■■  :■| ■■

咆

至前橋

5丁ロバス停



冷暖房 。給湯設備

設計施工

給排水・衛生設備

群馬県知事登録 (ぬ )1545号

渡良瀬設備工事株式会社

営業所 桐生市稲荷町 4番 17号

本 社 桐生市稲荷町 4番 14号

TEL
TEL

9152

0166(代表 )

第 20 ′ゝ
」
=ヒ

. 高等学校バ ドミントン選手権大会

美しく楽 しかった、という思い出を綴 り続けて20年 /

運輸省公認

峯 第 ●■■■■■ 旅 行 社

玉目

-72-
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祝
昭 和 44年 度 全 国 高 等学校総 合体育 大会

桐生市末広町 3丁 目1 805 T E L 0277・ 2・ 0611～ 12

営業所 桐生 前橋 伊勢崎 佐野



世界に伸びる屋丼の電池

UM― lA I Metaり

「屋井乾電池株式会社

“
Cア

イコ ==川三

ヽ
　

‐

ヽ
　
　
　
ヽ
ロ

恙 、
商
ｕ

み
Ｆ

曇
ス

ヽ
，

も

高 野 商 店

電言舌 (4)～  3322・ 3324
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桐生市錦町一丁目
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上州みやげ

志村物産店
桐生市 東武線新桐生駅広場前

電 (4)1413

ヽ
…
′ 梁

事

造
工

（四）　軸姫岬詢

′

Ｅ
聾

鉄
軽

鋼
設

日本軽量鉄骨建築協会々員

株式
会社 中 神 鉄 工 所

本社工場

第 2工場

桐生市宮前町1丁目2157番地
電話 (桐生)②0331～ 5番
桐生市相生町 3丁 目443番地
電話 (桐生)②0337～ 9番
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株式会社矢 野 商 店

桐生市本町 2丁 目122番 地

電話 (4)7120～ 7126
(5)0729  (12)0730

名称 株式会社 柳 沢 鉄 エ Ｅ
■

¨
月

本社 桐生市錦町二丁目6の lo TEL(桐生)4-3889
工場 館林市大字谷越 618 TEL(館 林)2-3885
内容 創立大正 10年 4月  資本金1500万 従業員 150名

自動車部品製造 (ス プリングハンガープラケット・

ドアーヒンデー等 )

概 1兄 1館林工場は館林駅南方徒歩 7分。田園に囲まれた静かな環境で近 くに

関東短大・館林高校が在る。 2万 7

千平方米の構地は数十本の桜をめぐ

らし、白亜の事務所前の芝生の広場

は社員絶好の想の場。これをへだて、

独身寮が高級アパー ト然と建 ち20余

名の家庭 となっている。鉄骨製ネッ

トのそびえる野球場には休憩時、終

業後はバ ットの快音と歓声が絶えない。

ヽ_′

V
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悠罰ヽ露 TY2γMO
LIヨ「ゞ トヨ・りJ

関 東 いすゞ自動 車株 式会粛土

高崎市倉賀野町403番地電話(0273)46-1111(大 代)

ヽ_′

林業経営・創業 80年

米田林業株式会社

専務取締役 米 田 壽 穂

本   社

沢入事業所

桐生市宮本町 1687番地 TElズD5765

勢多郡東村大字沢入958番地 沢入局 20番

-76-



洋画

封切

ム L
日
=

)1ヨく
=1ド

こ 館

運輸省指定小型、普通車整備認証工場

三菱重工 業 自動車 東毛 地 区代 理店

限
社

有
会 鈴直モータース

桐生市仲町 2丁 目10番 39号
電話 (4)七〇七九 。二九六九

若人 よ全力 を挙 げて

香:`多詈サ畢↑二単繕書i霞嘱1部品   刀けミヽりfミ才1″ .ノグ
ロロ 四輪車各社のハ ンドルコラム

株式会社早川製作所
桐生市宮前町 2丁 目1936番 地 T E L0277-2-3146(代 表 )

祝 全
,

一―→トー̂

ノ ヽ △
ム

桐生地区製パ ／
ヽ

　

）

∠ヽ
/´ _   _｀ ●

'・

′ヽ 口

組合長 小 島 弘 一

＾
　
＾
ヽ
´

耳
ユ

-77-

TEL(4)3549



「 不 可能 」についてあなたの 企 業 と話 し合いたい

「不可能」が、私 たちのエネルギー

シリコーン

作蓋趣璽イヒ覇評磯部工場
群馬県安中市磯部2丁 目19番 1号 TEL 0273-8-1122

“
『

〈
υ一

Ｏ
）

７
′

●
Ｊ一Ｔ

靴の綜合専門店

■■カ
桐生長崎屋前 TEL④ 8866

音響のビクター 技術で勝負する

TORビク乞_
特約店 桐生4L 」LI I重

本町 5TEL、 4)3953(代 )

な 事

桐生市境野町 1753の 1

Jヽ林段ボール′

ロ

全国高等学校

バドミントン選手権大 7=

祝
第 20

-78-
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日 立 製 作 所

日 立 冷 凍 機

日立 通 信 機 特 約 店

商 品 特 約 店

特 定 工 事 店

日立 電 線 特 約 店

栞 田 電 機 器 式
口●',

π召ン
―

本  社

桐生で生まれ桐生で育った本格派の味.4′

御家族ぐるみであらゆる料理が楽しめるレストランビル誕生

喫茶 洋食 中国料理

宴会場

■■0

桐生市本町中央ビル街 TEL ②2005～ 7

テング 地下 活魚L助」

′口νaν青若い人々の健全な憩いの場。4′

バス・ タクン~の御利用にもここが一番便利で,

ハ

ン

コ

|■■|

桐
生
駅

レ
コ
ー
ド
店

契驀 なら
両

毛

線

口 ν7ν 青柳ヘ
とりせん

Eコ レ
し

―
）

嗜ら

δ

″

本町五丁目通 り

TEL12)2470

群
馬
銀
′テ

金
物
店

銀
fi
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:::→  山奇  『■  ,こ  口r  ―し   1  怪:  ナ也
1電: 言

= |■
i 山奇 (()273,  (24)0111(メ くィに,浸 )

郵  便  番  '〕‐  370
太 田 市 飯1田 7細 田 六 二 し の 四 浄 地

電 話 太 田 (0276)(22)1211(代 表 )

二|` f更  活= ')  37 3

営 業所

ヽ_′

お気軽に明るい



サ ン ヨー卓上電 子 計算機
すヽ コ ムリ 群馬県代理店

株式会社 飯 里予
前 橋 市 日吉 町 1の 2の 1

TEL(0272)32-5555(代 ) 郵 便 番 号 371

ヽ¨′

行動するエリー トの

個性を創造する!

今日もあなたと共に
ジ ェット設 計 の 高 性 能 /
≡ 董 べ7‐

「

ライヤロ
▲
」L

●
―

HD‐450
=菱

電機 現 金 正 価 3,450円

高速 コー ンチーズワインダー

精 密 コ ー ン ワ イ ン ダ ー

高 速 鵞忍取 ワ イ ン ダ ー

高富ボ ッ トルワインダー

郵 便 376 番

北 陸出張所

石 川 県 小 松 市

社

蔵

〈〓　作

ｒヽ
　
―

］
〓
　
崚

Ｅ
Ｆ
　

Ｉ

ｌ
■

　

―

Ｅ
７

　

・

冽

靱
技
榊

筋三

桐生市広沢町 5丁 目1523番地の 1

電 1話 桐 1生  (0277) 5-0101 (代 )～ 5番

東京出張所     大阪出張所

東京都千代田区  大 阪 市 浪 速 区
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―計算機から自動車まで一
あらゆる量産機器に活躍する%部品 オイロン

東 京 焼 結 金 属 株 式 会 社

，
な

.,,1,1. I 7- t \-':C - t l'/ *

.tM. .a Super BabY PuDch

ラージ穿孔器LC型
Large 13ench I)rill I´ C type

レール式電話台 ロン グ型

Telephone Stand on
rail lしong type

TOYODA IND. GO., LTD.
822 Sakaino-machi Gumma Pref., Japan

Tel. (Kiryu) (l) 8073.(5) 0283

豊 田 産 業 本末式 書 示土
桐 生 市 境 野 町 822

日 本 カ ー ボ ン ・ 朝 日 石 綿 ・ 代 理 店

輸送用機器部品 。電気機器部品の国内販売・貿易

株式会社 不 商 会
本 店

事業所

東京都中央区銀座 7-10-6(朝 日石綿ビル)

東 京 。 大 阪 ・ 名 古 屋

-8:一

事務閣は豊 田

″ [′

●
■
●
■

匡
=コ



タングステン モリブデン製品●

■主要製品■ タングステン及びモ リブデン線・ 棒・ 板・ 合全

タングステン及び合全電気接点・ 接触子

「 トーホーアロイ」超硬合金工具

鉱山土建・切削・耐磨・ 耐蝕用

@ in t[ c E rfrt\ e+t
大瞑 市 東区 t浜 3,日 3(和たこ

'ビ
ル〉 ■●

"京
●千

`ヽ

日区丸の内 lT曰 6の 1(澤 ■ビル)● 置

n 司  市  」・ ■  工  5 3 3 ●薔

● 8 ‖1 市 大 宰 凛 田 下 6 0 1● ■

大 阪 市 稟 掟 ‖l区 淡 路
"1町

1 ? 0 1● 饉

大 贖(代 )に褻り376
京

=‐
1)2891～ ,

「ぅ 司(38)αXB～ 9

■日川(21)0る～7

人 曖 (322)“に1-4

ヽ_′

メヽ .｀
イ

各種設計製作

~グ
ル マ _

ク

く2.
ゆ '

鼻 雲 需
る

′ヽ
t夕 ′

ヽ ハ
ヽ

イ

品

品

車

具

部

部

歯

工

車

車

動

輪

雪

Ｆ

自

二

小

工

占口郷 F所
代表取締役社長 山 田 末 男

郵使 番 号 376

郵使 番 号 513

郵使 番 号 430

の 粉 末 冶 金 製 品
タングステ ン・モリブデン

線 ・ 棒 ・ 板

電気接触子材料

エ    メ

セラミ ック・サーメ ット
`具N P C

=4イ
ンロイ

リイル
■■r

タ ン グ ス テ ン 接 点

超硬質合金 [具

溶 射 材 料

線 爆 発 溶 射 加 工

日孵 ングステン株式会祗
福 岡 市 大 字 塩 原 字 山 工 460番 地  TEL福 岡 (∞2)"―∞31

東 京 ・ 大 阪 ・ 北 九 州 ・ 日 立 ・ 名 古 屋 ・ 福 山 ・ 広 島 ・ 1`岡
場
所

工
彙

・
営

社
店

本
支

-82-

本   社

東 京 支 店

n司 ェ ■

■口 jll工 ●

大 限 工 ■

右 限 會 泄

本 社 群馬 県桐生市広沢町 1の 2757 TEL桐生 0277④2111

出張所 二重県鈴鹿市国府町字石丸776o TEL鈴鹿05938(〕,724

出張所 静 岡 県→兵松 市 萩 町 137o TEL浜 松 0534⑩ 1827

Eコ



松本産業株式会社桐生工場

群馬県桐生市広沢町 2の 3028-3
TEL 桐生0277(5)0551(代 )

モータリゼーションと家庭電化の花形
“ステンレス"

ステンレスのことなら何でもお気軽にお問合わせ下 さい

ス テ ン レス鋼板 株式会社|(八幡製鉄、日新製鋼、高砂鉄工 )

取扱店

東京都中央区銀座 8丁 目8番 1号 出雲ビル

〒 104 電話番号 03-573-Z51(代表)

新栄鋼材株式会社
代表取締役 塩 沢 清 英

NHK
日発販 売 株 式会 社

大 宮 支 店

本   社

支店営業所

大 宮 市 吉 野 町 1-2-2
東京都港区芝西久保桜川町 25
全国主要都市40数 ヶ所

-83-
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各種合成樹脂成型及販売
自動車用、計器、エンジン、足廻 |)各種部品

自転車用、ランプケース、レンズ類

其の他、工業用各種プラスチック製品

塩化 ビニール成型品

メイキ樹脂工業株式会社
東京都足立区鹿浜町 2282
1｀ EL 03(899)3335。 3336

日本カーボン株式会社

:L
口 川

′
′
′

土
早

ネ兄 全国高校バドミントン大会
地球印 (日 本電工 )テ ープ代理店

千代田電資株式会社
熊谷営業所 0485(22)5326代

本 社 東 京都港 区芝 中門前 3-1
営業所 板橋、横浜、長野、目黒、郡山

-84-

炭素製品の製造販売

取締役社長



合成繊維加工の トップを行 く優秀な技術 と最新の設備

土田整染株式会社

世界にのびる
日特製品

特殊鋼部門 磁鋼部門

鋳造磁石

焼結磁石

ゴム磁石

鍛造磁石

工 具 鋼

構造用鋼

ステンレス鋼

耐 熱 鋼

超耐熱鋼

鍛 鋼 品

鍛鋼ロール

精密鍛造 リング

NFW.HFW
Fヽerro max′ ′

F`erro gum′ ′

FMM.ETM.

日本 特殊 鋼 株 式會 蔵
本 社
営業部
営業所

東京都大田区大森東 1-29-1(762)2111
東京都千代田区大手町2-8日 本ビル (270)6281
大阪 (312)6991 名古屋 ("1)6501
小倉(52)1∞2 広島(28)お51 長岡(3)20%

全国高等学校バ ドミントン選手権大会ロ

■光情威構菫自社

ネ兄 第20

本 社

営業所

大阪・工場・大阪工場 。滋賀工場
東京・名古屋・大阪・岡山

-85-

取締役社長 L田  金 一 良「
本   社 376桐 生 市 新 宿 2丁 目 2番 21号

電話0277-5-2820番 (代表 )

テ レックス 3463-520
東京出張所 113 東京都文京区本駒込 3丁 目29番13号

電話 03-821-5232番

新時代の不燃建築材料

高級電気絶縁材料
プラスチックスエ業用部品全般

フ レキラ、ダポナイ トスレー ト、グラサル
シリコーン、ェポキン、フエノール、 ドリル

ナイロン、デル リン、テフロン、ABS

」L
梨野



「
オ
グ
ラ
」
の
製
品
は
、
ど
の
様
な

小
さ
な
部
品

で
も

こ
ま
か
く

検
討
し
ま
す

〃

ク
ラ
ッ
チ
の
中
か
ら
―

―

「
オ
グ
ラ
」
を
お
選
び
下
さ
い

工
作
機
械

を
初

め
、
各

種
産
業
機
械

に
至

る
ま

で
、
機
械

の
オ
ー
ト

メ
化

が
計

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
、
あ
ら

ゆ
る
機
械

に

マ
ッ
チ

す

る
「
オ
グ

ラ

一の
電

磁

ク
ラ

ッ
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ブ

レ
ー
キ

は
起
動

か
ら
初

ま

り
停

止
、

正
転

、
逆
転

、
割

出

し
、
位
置
決

め
、

間

け

つ
送

り
…
…

こ
れ
ら
操
作

を
数

ミ
リ
セ
カ

ン
ド
と

い
う
敏

速

さ
で
正

確

に
応
答

″
抜
群

の
耐
久
力

は
他

の

追
従

を
許

さ

ぬ
も

の
が
あ

り
ま
す
。

徹
底

し
た
品
質
管

理

は
ど
ん
な
小

さ

な
部
品

で
も
絶
対

に
お
ろ

そ
か
に
致

し
ま

せ
ん
。

い
つ
も
最
高
を
目
指

し
、専

門

メ
ｌ
ヵ

ｌ
と
し
て

の
自

信
を

ご
期
待

下

さ

い
。
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′:、 倉 クラッチ株式会社
「

輌 生 市 相 生 町 2～ 673
(0277)4-7:o l(`ヽ ).〒 3,6
椰 ■ 央 区 菫 町 3-2(`京 ●ビル)

(03)56,-5550(代 )〒 104
TEL(06)443-0441(fヽ )

TCL〈 o322)47-7540
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みなさまの衣生活に奉仕する

ネ兄 昭和44年度全玉 高等学校総合体育大会
二輪から大型特殊 までの教習 と 夢のナイター貸球場
教習方法は                 現代人の野球は

特別視聴覚教習から、憩の喫茶室 まで備えて  見る野球から

教習時間の短縮 をはかってお ります       する野球

……全館冷暖房完備……

長期予約にて安心 して技能が受けられ

無駄な時間がありません ・

科学的・効果的な指導を誇る

デラックス教習所

公安委員会指定・県下各生協指定

東群馬自動車教習所
東群馬 ス タジ アム

TEL 0277(4)0601(代
)

V

-87-

桐 生 (4)4856(代 )

本格的なン~ズ ンです…

カクテル光線に照 らし出された

緑の芝生で白球 を追い

あすの活力を養いましょう

一度でよい、ナイターで野球 を



ヽ¨′

話題の強健食品/

“森の花 しいたけ
"

ガン抑制、精力増進 に効果的

●あなたの健康と美容のためにノ

●ご贈答品・お土産品にどうぞ/

スープ類・タマゴ・肉料理など好みに合せて

料理が簡単です

桐生市西久方町 1-755

TEL(0277)2-2421・ 3017

本社―桐生  営業所―東京・静岡・岡山・大分・延岡

-88-

森 産 業 株 式 会 社



服飾界の女王刺 しゆうレースと

女性美を創るエラスチックナイロン加工

新日本絹撚株式会社
桐生市東久方町 3の 55 TEL(4)3131(代 )

本社 東京都新宿区四谷 1丁 目4番地

☆齢小川建設

営 業 所  埼 玉 ・桐生 。足 利

赤石金属工業株式会社

桐生市相生町 2-499

V

V

-89-

代表取締役 赤 石 峰



躍進する自動車産業の一翼を担う

署ヨ翌男71電 の協力陣ノ

桐 栄   会

会 長 柳 沢 鉄 治

桐 栄 工 業 協 同 組 合

理事長 赤 石 l峰 一

祝
昭和

“
年度 全 国高 等 学校 総 合体 育大会

第 20 全国高等学校バドミントン選手権大会ロ

-90-



ロ祝
昭和 44年 度全国高等学校総合体育大会

第20 全国高等学校バ ドミントン選手権大会

竜!ャ
桐生ガス株式会社

取締役社長 1塚 越 平 人

TFTチ 本   社 (4)●し Ll相
生 事業所  (4)

8141
9103

V

V
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ライオ ンズ国際協会

302_E7地 区 ス ロ ー ガ ン

ミ明るく伸ばそう若人の芽″

ン ズ ク

オンズク

ぃフ

ぃフ

ラ

〓
ノ
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〓
―́

●
　
　

　
　

１
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ι

祝
昭和 44年 度全国 高等学校総合体育大会

第20 全国高等学校バ ドミントン選手権大会

好意と友情を深めよう

国際ロータリー

桐生 回―タ リークラブ

桐生南ロータリークラブ

ー

V

ロ

-93-
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:

祝 |

昭 和 44年 度 全

男弓20 全国高等学校バ ドミントン選手権大会

高等学校総合体育大会

貯蓄は人生のコンサルタント

ゎた くしたらの人生は、出生・成長

結婚・育児。老境 といった道 を歩み ます。

この ような過程 をライフ・サ イクルと

、ヽって、ヽ ます。長期の生活設計 をたて

るには、あなた自身が将 来の ライフ・

サ イクルを考 え、実情 にあった計画 を

す ることが大切 です。

桐生金融懇談会

■
‐

二iS

ロ

-94-



桐生織物産地買継商業組合

理 事 長

副理事長

副理事長

専務理事

理  事

理  事

理  事

里

尾

山

崎

沼

井

村

マ
ー

ロ
エ小

真

石

山

鹿

武

木

治

郎

利

郎
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治
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治
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事

事

事
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事

大
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口
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Ｉ
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一
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イ
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士
い

交通公社 にて、

全国の旅館と列車指定券の予約はたった10秒で皆様の

お手元に差 し上げられます。

………営業のご案内………

国鉄各種乗車券・指定券・修学旅行・一般団体旅行・海外旅行・パス旅行

各社線乗車券など旅行に関するすべてのご案内。

日 本 交 通 公 社 足利営業所
〒 326 栃木県足利市伊勢町83番地のl TEL(0284)4-0101(代 表 )

V

V

健 斗 を期 待 す る

群馬県バ ドミン トン協会
長

長△
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ク
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理 事 長

総務委員長

競技委員長

指導委員長

審判委員長

普及委員長
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ご出発の安心感  お帰 りの満足感
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昭 和4年 度 全国 高 等学 校 総 合体 育 大会 ョコ 塗ュ ロロ菫ニ
第20回 全国高等学校バ ドミントン選 F権大会 口L半委 ′]J4)ヽ
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昭和
“

年度全国高等学校総合体育大会 善コィェLm● ■
第20回全国高等学校バドミントン選手権大会 'Lフト′

‐
ロラロヽ
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昭和4年 度全国高等学校総合体育大会 ヨコA■ m伍
第20回 全国高等学校バドミントン選手権大会 両Eフト′
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昭和4年 度 全国 高等学校総合体育大会
第20回 全国高等学校バ ドミントン選手権大会 記録用紙
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貴 方 の フ ッ トワー ク に無理 が あ り
ませ ん か ?
●全国の トップブレイヤーは ヨネヤマ 印バ ドミン ト

ンシューズで頑張つています

●
全
国
運
動
具
専
門
店
で
ヨ
ネ
ヤ
マ
の
パ
ド
ミ
ン
ト
ン
シ
ュ
ー
ズ
と
御
指
定
下
さ
い
。

１

■

バ ドミン トンは特 に動 きの激 しいスポー

ツです。動 き良 く、シ ョックを柔 らげる

点 に大変苦心 しま した。今回ほ とん ど完

全 なシューズを皆様 におすすめ出来 る事

を非常に喜 んで居 ります。

標準価格 ¥i,050
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1 ヨネヤ7ヲ竹 ト株 式 会 社
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′

東京都文京区湯島 3丁 目13番 5号

TEL 834-4486～ 8 〒‖3



いつも交通の安全を願 っています

■
Ｙ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
よ

式
社

株
会 三ッ葉電機製作所

取締役社長 日 野 貞 夫

本社・工場 桐生市広沢町 1-2681 TEL(0277)5-0111(代 表)

^ヽ

)

自動車用

警音器・窓拭器・方向指示器

燃料ボンプ。ハザードリレー

スターター・パックホーン

ウインドウオッシャー

自転車用

発電ランプ・方向指示器

スピードメーター・錠前

その他各種アクセサリー


